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≡
序
　
　
　
一
一
一
目

　
『
荷
子
』
議
兵
篇
に
は
、
萄
子
と
陳
鶯
と
の
師
弟
間
答
が
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

　
　
　
陳
鴛
孫
卿
子
に
問
い
て
目
く
、
先
生
兵
を
議
す
る
と
き
、
常
に
仁
義
を
以
て

　
　
　
本
と
な
す
。
仁
者
は
人
を
愛
し
、
義
者
は
理
に
循
う
。
然
ら
ば
則
ち
又
た
何

　
　
　
ぞ
兵
を
以
う
る
こ
と
を
為
さ
ん
。
凡
そ
兵
有
る
を
為
す
所
の
者
は
争
奪
の
為

　
　
　
な
れ
ば
な
り
。

　
陳
婁
は
問
う
。
先
生
は
、
常
に
仁
義
を
本
と
し
て
兵
を
議
す
る
。
し
か
し
、
人
を

愛
し
理
に
従
う
筈
の
仁
者
・
義
者
が
争
奪
の
為
の
軍
事
に
関
与
す
る
こ
と
は
、
そ
も

そ
も
大
い
な
る
矛
盾
で
は
な
い
の
か
、
と
。

　
こ
れ
に
対
す
る
葡
子
の
答
え
は
こ
う
で
あ
る
。

　
　
　
孫
卿
子
目
く
、
汝
の
知
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
彼
の
仁
者
は
人
を
愛
す
。
人

　
　
　
を
愛
す
る
が
故
に
人
の
之
を
害
す
る
こ
と
を
悪
む
な
り
。
義
者
は
理
に
循
が

　
　
　
う
。
理
に
循
が
う
が
故
に
人
の
之
を
乱
る
こ
と
を
悪
む
な
り
。
彼
の
兵
な
る

　
　
　
者
は
暴
を
禁
じ
害
を
除
く
所
以
な
り
。
争
奪
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。

　
仁
者
は
人
を
愛
す
る
が
故
に
、
そ
の
愛
を
害
す
る
者
を
憎
み
、
ま
た
義
者
は
理
に

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
一
人
文
・
杜
会
科
学
一

第
二
十
四
巻
－
第
二
号

従
う
が
故
に
、
そ
の
理
を
乱
す
者
を
憎
む
。
兵
は
、
争
奪
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な

く
、
「
暴
を
禁
じ
害
を
除
く
」
た
め
に
こ
そ
必
要
な
の
で
あ
る
、
と
。

　
萄
子
は
、
こ
の
よ
う
に
、
兵
を
「
争
奪
の
為
」
と
す
る
陳
寛
の
戦
争
観
を
退
け
た

後
、
「
仁
人
の
兵
」
の
様
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　
故
に
仁
人
の
兵
は
、
存
す
る
（
止
ま
る
）
所
の
者
は
神
（
治
）
ま
り
過
ぐ
る

　
　
　
所
の
者
は
化
し
、
時
雨
の
降
る
が
若
く
に
し
て
説
ば
ざ
る
こ
と
莫
し
。
…
…

　
　
　
此
の
両
帝
四
王
は
皆
仁
義
の
兵
を
以
て
天
下
に
行
う
な
り
。
故
に
近
き
者
は

　
　
　
其
の
善
に
親
し
み
、
遠
き
者
は
其
の
義
を
慕
い
、
兵
は
刃
に
血
ぬ
ら
ず
し
て

　
　
　
遠
き
も
迩
き
も
来
り
服
し
、
徳
は
此
に
盛
ん
に
し
て
四
極
に
も
施
き
及
ぶ
。

　
即
ち
、
「
仁
義
の
兵
」
は
天
下
を
自
ず
か
ら
帰
服
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
「
兵
」
と

は
言
う
も
の
の
、
結
果
的
に
は
何
ら
武
力
を
行
使
す
る
こ
と
は
な
い
と
主
張
し
、
そ

の
例
と
し
て
「
両
帝
四
王
」
（
尭
舜
萬
湯
文
武
）
を
挙
げ
る
。

　
こ
う
し
て
、
陳
婁
の
疑
問
は
、
い
と
も
簡
単
に
処
理
さ
れ
て
し
ま
い
、
後
に
は
「
仁

義
を
以
て
本
と
な
す
」
萄
子
の
戦
争
論
の
み
が
延
々
と
論
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
陳
壌
の
問
い
は
、
儒
家
思
想
の
軍
事
論
が
抱
え
た
重
要
な

課
題
を
、
い
み
じ
く
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
荷
子
の
生
き
た
戦
国
時

代
に
は
、
「
刃
に
血
ぬ
ら
ず
し
て
」
世
界
が
平
定
さ
れ
る
と
い
う
軍
事
論
は
、
ほ
と

四
五
頁
s
六
四
頁
　
平
成
二
年
十
二
月
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『
司
馬
法
』
に
於
け
る
支
配
原
理
の
峻
別

（
湯
浅
一

ん
ど
非
現
実
的
な
理
想
論
で
あ
り
、
ま
た
、
萄
子
の
称
え
る
「
両
帝
四
王
」
の
時
代

に
於
て
さ
え
も
、
例
え
ば
、
流
血
に
よ
っ
て
兵
士
の
楯
も
浮
か
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る

段
周
革
命
を
、
「
兵
は
刃
に
血
ぬ
ら
ず
」
と
い
う
美
言
で
済
ま
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

そ
し
て
、
陳
鴛
が
指
摘
す
る
通
り
、
人
を
殺
す
「
兵
」
と
人
を
愛
す
る
「
仁
義
」
と

は
基
本
的
に
相
容
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
、
常
に
つ
き
ま
と
う
。

　
『
司
馬
法
』
は
、
戦
国
時
代
の
司
馬
穣
宜
の
兵
法
を
記
し
た
兵
書
と
し
て
、
武
経

七
書
の
一
つ
に
数
え
上
げ
ら
れ
る
。
か
つ
て
こ
の
書
を
読
ん
だ
司
馬
遷
は
、
「
閏
廓

深
遠
、
三
代
の
征
伐
と
難
も
、
未
だ
能
く
其
の
義
を
寛
さ
ざ
る
な
り
」
一
『
史
記
』
司

馬
穣
十
且
伝
）
と
絶
賛
し
た
。
司
馬
と
は
、
古
代
に
於
け
る
五
礼
の
一
つ
「
軍
礼
」
を

司
る
官
職
名
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
司
馬
の
兵
法
に
も
、
右
の
『
荷
子
』
と
同

様
の
問
題
が
潜
ん
で
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
現
行
本
『
司
馬

法
』
巻
一
の
篇
名
は
「
仁
本
」
で
あ
り
、
そ
の
巻
頭
は
、
「
古
は
仁
を
以
て
本
と
為

し
、
義
を
以
て
之
を
治
む
」
と
の
言
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
『
司

馬
法
』
も
、
「
兵
」
と
「
仁
義
」
の
間
を
何
等
か
の
理
論
に
よ
っ
て
調
整
せ
ん
と
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
『
司
馬
法
』
は
、
そ
の
成
立
事
情
が
明
確
で
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
り
、

後
人
の
偽
書
と
見
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
主
要
な
研
究
対
象
と
さ
れ

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
武
経
七
書
の
一
角
を
占
め
な
が
ら
、
軍

事
思
想
史
上
に
於
け
る
意
義
に
つ
い
て
も
、
ま
た
広
く
中
国
古
代
思
想
史
上
に
於
げ

る
位
置
に
つ
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
論
及
さ
れ
る
こ
と
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
但
し
、
『
孫
子
』
と
他
の
兵
書
全
体
と
の
思
想
的
関
係
に
つ
い
て
は
、
竹
内
照
夫

氏
が
次
の
よ
う
な
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

　
戦
争
本
位
の
思
想
が
比
較
的
単
純
に
露
呈
し
、
人
問
関
係
に
於
け
る
相
互
不
信
を

前
提
と
す
る
『
孫
子
』
に
は
、
功
利
第
一
の
古
代
的
法
治
主
義
と
兵
家
思
想
と
が
含

む
体
系
的
欠
陥
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
他
の
兵
書
は
、
古
代
兵
学
思
想
の
含

む
欠
陥
を
倫
理
観
念
の
導
入
に
よ
っ
て
補
強
し
、
兵
法
の
倫
理
化
を
図
っ
て
い
る

一
『
講
座
東
洋
思
想
3
中
国
思
想
皿
』
付
論
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
年
）

と
。　

個
別
の
兵
書
に
捕
わ
れ
な
い
大
局
的
な
見
通
し
を
示
し
た
も
の
と
し
て
評
価
し
得

る
。
し
か
し
、
『
孫
子
』
に
対
し
て
、
他
の
六
つ
の
兵
書
を
一
括
し
て
捉
え
る
点
に
、

な
お
論
究
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
先
述
の
如
く
、
「
兵
法
」
の
「
倫

理
」
化
に
は
そ
も
そ
も
大
き
な
矛
盾
が
付
き
纏
っ
て
お
り
、
そ
の
矛
盾
を
各
兵
書
が

如
何
に
調
整
せ
ん
と
し
て
い
た
の
か
を
個
別
に
検
討
し
な
け
れ
ば
、
七
書
相
互
の
関

係
や
個
々
の
兵
書
の
特
質
は
明
確
に
さ
れ
な
い
。
更
に
、
古
来
、
軍
事
が
最
重
要
の

政
治
課
題
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
兵
書
に
つ
い
て
も
、
単
な
る
兵

書
と
い
う
枠
に
捕
わ
れ
な
い
政
治
思
想
史
全
体
の
中
に
於
け
る
位
置
付
け
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
先
ず
、
こ
の
『
司
馬
法
』
の
成
立
事
情
と
そ
の
偽
書
説
に
つ

い
て
検
討
し
、
次
に
、
現
行
本
五
篇
の
検
討
を
通
し
て
、
そ
の
軍
事
思
想
の
特
質
を

探
り
、
萄
子
と
陳
蓑
の
問
答
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
課
題
を
、
『
司
馬
法
』
が
ど
の
よ

う
に
処
理
せ
ん
と
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
広
く
先
秦
か
ら
漢
代
に
至
る
政
治
思
想

・
軍
事
思
想
史
の
上
で
如
何
な
る
意
義
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
る

こ
と
と
し
た
い
。

　
本
章
で
は
、
『
司
馬
法
』

い
て
検
討
す
る
。

の
内
容
分
析
の
前
提
と
し
て
、
そ
の
資
料
的
価
値
に
つ
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先
ず
、
『
司
馬
法
』
の
編
著
者
・
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
種
々
の
見
解

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
、
司
馬
穣
十
且
の
自
撰
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
晴
書
』

以
降
の
芸
文
・
経
籍
志
類
の
採
る
立
場
で
あ
る
。
第
二
は
、
戦
国
時
代
の
斉
の
威
王

の
命
に
よ
り
、
斉
の
諸
臣
が
古
来
の
司
馬
の
兵
法
に
司
馬
穣
十
且
の
兵
法
を
付
加
し
て

編
集
し
た
と
す
る
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
史
記
』
司
馬
穣
亘
伝
に
記
載
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
や
顧
実
『
重
考
古
今
偽
書
考
』
に
よ
っ
て
も
支

持
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
二
説
は
、
『
司
馬
法
』
と
司
馬
穣
十
且
自
身
と
の
直
接
的
・
間
接
的
関
係
を
認

め
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
『
司
馬
法
』
を
後
人
の
偽
作
と
見
徴
し
、

司
馬
穣
十
且
と
の
関
係
を
否
定
す
る
見
解
も
あ
る
。
先
ず
、
康
有
為
『
新
学
偽
経
考
』

は
、
『
司
馬
法
』
に
見
え
る
「
車
乗
」
の
礼
と
『
周
礼
』
と
の
類
似
性
に
注
目
し
、
『
司

馬
法
』
は
劉
歌
の
偽
作
、
も
し
く
は
『
周
礼
』
の
一
部
を
『
司
馬
法
』
に
寮
入
し
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
挑
際
恒
『
古
今
偽
書
考
』
は
、
①
『
漢
書
』
芸
文

志
の
経
の
礼
類
に
『
軍
礼
司
馬
法
』
百
五
十
五
篇
と
記
さ
れ
る
の
に
対
し
、
現
行
本

『
司
馬
法
』
は
僅
か
五
篇
で
あ
る
、
②
そ
の
一
都
が
『
大
戴
礼
記
』
の
表
現
と
類
似

す
る
、
③
古
伝
所
載
の
司
馬
法
の
文
が
現
行
本
に
皆
無
で
あ
る
、
等
の
諸
点
か
ら
、

司
馬
遷
が
見
た
『
司
馬
法
』
は
、
現
行
本
『
司
馬
法
』
と
は
別
本
で
あ
り
、
現
行
本

が
後
人
の
偽
造
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
断
定
す
る
。
更
に
、
挑
乃
鼎
は
、
司
馬
遷

の
見
た
『
司
馬
法
』
は
用
兵
を
論
ず
る
も
の
で
あ
り
、
班
固
が
分
類
す
る
よ
う
な
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

経
で
も
、
任
宏
が
分
類
す
る
よ
う
な
兵
権
謀
で
も
な
く
、
古
書
は
漢
晋
の
間
に
散
侠

し
、
現
行
本
は
東
晋
以
後
に
偽
作
さ
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
『
司
馬
法
』
の
内
容
に
つ
い
て
も
多
様
な
見
方
が
あ

る
。
『
史
記
』
司
馬
穣
十
且
伝
に
よ
れ
ば
、
『
司
馬
法
』
は
古
来
の
司
馬
と
司
馬
穣
十
且
と

の
「
兵
法
」
を
記
し
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
成
帝
の
時
、
劉
向
に
よ
る
図
書
校
定
の

『
司
馬
法
』
に
於
け
る
支
配
原
理
の
峻
別

（
湯
浅
）

際
に
兵
書
を
担
当
し
た
任
宏
は
、
こ
れ
を
「
兵
権
謀
」
に
分
類
す
る
。
ま
た
『
漢
書
』

芸
文
志
は
、
こ
れ
を
経
書
「
礼
」
類
に
転
入
し
て
『
軍
礼
司
馬
法
』
と
記
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
『
司
馬
法
』
の
成
立
事
晴
に
つ
い
て
は
、
司
馬
穣
宜
の
自
撰
で
戦
国
時

代
に
成
立
し
た
兵
書
と
す
る
も
の
か
ら
、
後
人
の
偽
作
で
東
晋
以
降
に
成
立
し
た
偽

書
と
す
る
も
の
ま
で
、
大
き
な
幅
が
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
諸
説
の
対
立
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
を

解
決
し
得
る
決
定
的
な
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
同
時
に
、
『
司
馬
法
』
の

資
料
的
価
値
を
否
定
す
る
偽
書
説
の
側
に
も
、
そ
れ
ほ
ど
強
い
論
拠
は
見
当
た
ら
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
先
ず
、
康
有
為
『
新
学
偽
経
考
』
の
見
解
は
、
『
司
馬
法
』
と
『
周
礼
』
と
の
類

似
性
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
劉
寅
『
司
馬
法
直
解
』
が
「
古
礼
に
五
有
り
。

吉
・
凶
・
軍
・
賓
・
嘉
」
と
指
摘
す
る
通
り
、
両
者
の
類
似
性
は
、
古
代
に
於
て
、

軍
事
が
五
礼
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、
『
司
馬
法
』
が
本
来
そ
の

「
軍
礼
」
を
記
し
た
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
な
こ

と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
見
解
は
、
『
周
礼
』
が
『
司
馬
法
』
に
先

行
し
て
成
立
し
た
と
い
う
前
提
に
基
づ
く
訳
で
あ
る
が
、
『
周
礼
』
の
成
立
事
情
も

そ
れ
ほ
ど
明
確
で
あ
る
と
は
言
え
ず
、
両
者
の
先
後
関
係
は
全
く
逆
に
な
る
可
能
性

も
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
果
た
し
て
「
偽
作
」
あ
る
い
は
「
竃
入
」
と
断
定
し

得
る
程
の
見
解
で
あ
る
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　
次
に
、
挑
際
垣
『
古
今
偽
書
考
』
は
、
三
つ
の
根
拠
を
示
し
て
後
人
の
偽
作
と
断

定
す
る
が
、
第
一
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
旧
本
と
現
行
本
の
篇
数
の
相
違
は
、
直
ち

に
現
行
本
『
司
馬
法
』
を
偽
書
と
断
定
す
る
論
拠
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
確

か
に
、
現
行
本
の
篇
数
が
少
な
い
と
い
う
点
は
、
研
究
に
際
し
て
大
き
な
支
障
と
な

る
。
仮
に
現
行
本
が
真
本
の
一
部
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
存
資
料
は
そ
の
僅
か
な
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一
部
を
示
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
原
本
『
司
馬
法
』
の
体
系
的
な
理
解
は
決
し
て
容

易
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
の
古
典
、
特
に
先
秦
時
代
以
前

の
文
献
に
つ
い
て
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
に
記
さ
れ
る
完
本
が
そ
の
ま
ま
残
存
す
る

こ
と
は
む
し
ろ
稀
有
な
現
象
で
あ
り
、
こ
う
し
た
篇
数
の
多
寡
は
、
基
本
的
に
現
行

本
の
真
偽
を
決
す
る
尺
度
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
第
二
の
、
『
大
戴
礼
記
』

と
の
類
似
も
、
右
の
『
新
学
偽
経
考
』
の
場
合
と
同
じ
く
、
兵
が
五
礼
の
一
つ
と
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
依
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
も
『
司
馬
法
』
を
偽
書
と
断
定
す
る
論

拠
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
第
三
の
、
古
伝
所
載
の
『
司
馬
法
』
の
文
が

現
行
本
に
皆
無
で
あ
る
と
い
う
点
は
、
現
行
本
と
旧
本
の
篇
数
の
差
に
よ
る
、
即
ち

古
伝
所
載
の
文
は
現
存
す
る
五
篇
以
外
の
篇
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
考
え
て
何
の
不
思

議
も
な
く
、
或
い
は
『
新
学
偽
経
考
』
『
古
今
偽
書
考
』
自
身
が
指
摘
す
る
『
周
礼
』

『
大
戴
礼
記
』
も
古
伝
と
考
え
れ
ば
、
『
司
馬
法
』
と
類
似
す
る
文
は
古
伝
中
に
も

確
か
に
引
か
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
更
に
、
「
古
伝
」
の
定
義
に
も
依
る
が
、
後

述
の
如
く
、
『
司
馬
法
』
の
特
質
を
端
的
に
表
す
二
つ
の
文
が
、
『
説
苑
』
に
引
用
さ

れ
て
お
り
、
『
古
今
偽
書
考
』
の
偽
書
説
に
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
事
実
の
誤
認
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
内
容
面
か
ら
東
晋
以
後
の
偽
作
と
推
定
す
る
挑
乃
鼎
の
説
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
そ
の
内
容
を
ど
う
評
価
し
分
類
す
る
か
と
い
う
主
観
的
な
基
準
に
依
る
見

解
で
あ
り
、
そ
の
揺
れ
る
基
準
と
見
え
な
い
古
書
と
に
よ
っ
て
、
果
た
し
て
偽
書
と

推
定
で
き
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
挑
乃
鼎
は
、
司
馬
遷
の
見
た
旧
本
が
「
兵
法
」

を
論
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
『
漢
書
』
芸
文
志
で
は
「
礼
」
に
分
類
さ

れ
て
い
る
点
を
大
き
な
根
拠
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
先
に
引
用
し
た
現
行
本

『
司
馬
法
』
仁
本
篇
の
一
部
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
司
馬
法
』
は
、
仁
義
礼

智
等
の
儒
家
的
理
念
と
軍
事
と
の
関
係
調
整
を
一
つ
の
主
要
な
論
点
に
し
て
い
る
の

で
あ
り
、
本
来
そ
こ
に
は
、
「
兵
法
」
と
し
て
評
価
さ
れ
る
側
面
と
、
軍
事
に
於
け

る
道
徳
性
、
即
ち
軍
「
礼
」
と
し
て
評
価
さ
れ
る
側
面
と
が
並
存
し
て
い
た
可
能
性

が
大
き
い
。
つ
ま
り
、
「
兵
法
」
か
「
礼
」
か
と
い
う
見
方
は
、
『
司
馬
法
』
の
内
の

ど
の
側
面
を
重
視
す
る
か
に
よ
っ
て
容
易
に
動
揺
す
る
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
れ
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
一

現
行
本
を
偽
書
と
断
定
す
る
根
拠
と
し
て
は
、
や
や
不
十
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
司
馬
法
』
偽
書
説
は
、
い
ず
れ
も
こ
れ
と
い
っ
た
有
力
な
論
拠

を
持
た
ず
、
現
行
本
を
後
人
の
偽
作
と
断
定
し
、
思
想
史
研
究
の
対
象
か
ら
除
外
す

る
に
は
や
や
不
十
分
な
見
解
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
特
に
、
『
史
記
』
司
馬
穣

萱
伝
に
記
さ
れ
る
『
司
馬
法
』
成
立
の
状
況
に
は
、
何
ら
不
自
然
な
点
は
な
く
、
こ

れ
を
否
定
し
得
る
決
定
的
な
論
拠
が
見
出
だ
せ
な
い
以
上
、
現
時
点
に
於
て
は
、
こ

の
司
馬
穣
萱
伝
の
記
載
を
一
応
の
仮
説
と
し
て
考
察
を
進
め
、
内
容
上
の
特
質
等
か

ら
改
め
て
そ
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
い
う
の
が
、
最
も
妥
当
な
方
策
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
『
司
馬
法
』
偽
書
説
を
一
旦
退
け
、
と
り
あ
え
ず
、
『
史
記
』

司
馬
穣
亘
伝
の
記
載
を
前
提
と
し
て
分
析
を
進
め
て
行
く
こ
と
と
し
た
い
。

二

　
本
章
と
次
章
と
に
於
て
、
『
司
馬
法
』
の
思
想
的
特
質
を
考
察
す
る
。
こ
こ
で
は

先
ず
、
『
司
馬
法
』
に
於
け
る
儒
家
的
戦
争
観
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
色
を
明
ら
か

に
す
る
。

　
　
　
（
3
）

　
　
　
先
王
の
治
、
天
の
道
に
順
い
、
地
の
宜
を
設
け
、
民
の
徳
を
官
に
し
て
名
を

　
　
　
正
し
物
を
治
め
、
国
を
立
て
職
を
弁
じ
、
爵
を
以
て
禄
を
分
つ
。
諸
侯
説
び

　
　
　
懐
き
、
海
外
来
服
し
獄
彊
ん
で
兵
寝
む
。
聖
徳
の
至
り
な
り
。
一
仁
本
）

巻
頭
の
仁
本
篇
で
は
、
先
王
（
王
者
）
と
賢
王
（
覇
老
）
と
が
対
比
さ
れ
る
。
こ
の
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内
、
先
王
の
治
に
つ
い
て
は
、
右
の
よ
う
な
定
義
が
な
さ
れ
、
「
聖
徳
の
至
り
」
で

あ
る
と
絶
賛
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
『
孟
子
』
等
に
も
見
え
る
王
者
の
姿
で
あ
り
、
王

者
の
聖
徳
は
世
界
に
拡
延
し
、
軍
事
力
を
行
使
せ
ず
と
も
、
世
界
は
自
ず
か
ら
平
定

さ
れ
る
と
い
う
王
道
政
治
の
主
張
で
あ
る
。
．

　
と
こ
ろ
が
、
『
司
馬
法
』
の
主
張
は
、
単
な
る
王
道
政
治
の
絶
賛
に
終
始
す
る
の

で
は
な
い
。
仁
本
篇
で
は
、
先
王
へ
の
言
及
は
右
の
一
節
に
止
ま
り
、
紙
幅
の
大
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
賢
王
（
霜
老
）
の
解
説
に
費
や
さ
れ
て
い
る
。
『
司
馬
法
』
に
於
け
る
王
霜
観
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
た
い
が
、
『
司
馬
法
』
が
単
純
な
王
老
肯
定
を
説
い

て
い
な
い
の
は
、
「
故
に
国
、
大
な
り
と
錐
も
戦
い
を
好
め
ば
必
ず
亡
ぶ
。
天
下
安

し
と
雄
も
戦
い
を
忘
る
れ
ば
必
ず
危
し
」
（
仁
本
）
と
い
う
一
節
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
「
好
戦
」
と
共
に
「
忘
戦
」
も
否
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
節
以
下
の
議
論
も
、
専
ら
軍
事
力
の
行
使
を
前
提
と
し
て
進
め
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
次
に
、
軍
事
そ
の
も
の
の
評
価
か
ら
、
よ
り
具
体
的
な
軍
事
論
へ
と
視
点

を
移
し
、
そ
こ
に
、
如
何
な
る
儒
家
的
理
念
が
見
え
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
先
ず
、
治
者
に
求
め
ら
れ
る
徳
目
に
つ
い
て
、
仁
本
篇
で
は
、
「
仁
は
親
せ
ら
れ
、

義
は
説
ば
れ
、
智
は
侍
ま
れ
、
勇
は
方
わ
れ
、
信
は
信
ぜ
ら
る
」
と
、
仁
・
義
・
智

・
勇
・
信
の
五
徳
を
掲
げ
る
。
こ
の
内
、
仁
・
義
は
、
仁
本
篇
の
巻
頭
に
も
既
に
、

「
古
は
仁
を
以
て
本
と
為
し
、
義
を
以
て
之
を
治
む
」
と
説
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、

智
・
信
も
、
儒
家
の
徳
目
と
し
て
経
書
に
頻
出
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
儒
家
の
五
徳
は

通
常
「
仁
義
礼
智
信
」
或
い
は
「
仁
義
礼
智
誠
」
と
し
て
纏
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、

こ
こ
で
は
礼
の
代
り
に
勇
が
入
っ
て
い
る
点
が
や
や
異
様
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
徳
目
が
列
挙
さ
れ
た
部
分
を
、
『
司
馬
法
』
の
中
か
ら
抽
出

し
て
み
る
と
、
大
変
輿
味
深
い
事
実
に
気
付
く
。

　
　
　
古
は
、
奔
る
を
逐
う
こ
と
百
歩
に
過
ぎ
ず
、
緩
さ
る
に
縦
う
こ
と
三
舎
に
過
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司
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ぎ
ず
。
是
を
以
て
其
の
礼
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
不
能
を
窮
め
ず
し
て
傷

　
　
　
病
を
哀
憐
す
。
是
を
以
て
其
の
仁
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
列
を
成
し
て
鼓

　
　
　
す
。
是
を
以
て
其
の
信
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
義
を
争
い
て
利
を
争
わ
ず
。

　
　
　
是
を
以
て
其
の
義
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
又
能
く
服
す
る
を
舎
す
。
是
を

　
　
　
以
て
其
の
勇
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
終
り
を
知
り
始
め
を
知
る
。
是
を
以

　
　
　
て
其
の
智
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
六
徳
時
を
以
て
合
せ
教
え
、
以
て
民
紀

　
　
　
の
道
と
為
す
な
り
。
古
自
り
の
政
な
り
。
（
仁
本
）

　
こ
れ
は
、
同
じ
く
仁
本
篇
の
中
に
示
さ
れ
る
「
六
徳
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
戦

争
に
於
け
る
「
六
徳
」
と
し
て
、
礼
・
仁
・
信
・
義
・
勇
・
智
が
列
挙
さ
れ
る
。
前

出
の
五
徳
に
礼
を
加
え
た
「
六
徳
」
で
あ
る
。

　
ま
た
、
定
爵
篇
に
は
、
「
政
」
「
治
乱
之
道
」
「
立
法
」
に
つ
い
て
各
々
七
事
が
列

挙
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
内
、
「
治
乱
之
道
」
に
は
次
の
よ
う
な
徳
目
が
示
さ
れ
る
。

　
　
　
凡
そ
乱
を
治
む
る
の
道
は
、
一
に
日
く
仁
、
二
に
日
く
信
、
三
に
日
く
直
、

　
　
　
四
に
日
く
一
、
五
に
日
く
義
、
六
に
目
く
変
、
七
に
日
く
専
。
一
定
爵
）

　
こ
こ
で
は
、
仁
・
信
・
直
・
一
・
義
・
変
・
専
の
七
つ
が
「
乱
を
治
む
る
の
道
」

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
仁
本
篇
の
五
事
・
六
徳
に
見
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
、

直
・
一
・
変
・
専
が
あ
る
。

　
更
に
、
厳
位
篇
で
は
、
民
を
如
何
に
操
作
す
る
か
に
つ
い
て
、
次
の
七
事
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　
　
　
凡
そ
民
は
仁
を
以
て
救
い
、
義
を
以
て
戦
い
、
智
を
以
て
決
し
、
勇
を
以
て

　
　
　
闘
い
、
信
を
以
て
専
に
し
、
利
を
以
て
勧
め
、
功
を
以
て
勝
つ
。
故
に
心
は

　
　
　
仁
に
中
り
、
行
は
義
に
中
る
。
物
に
堪
う
る
は
智
な
り
。
大
に
堪
う
る
は
勇

　
　
　
な
り
。
久
に
堪
う
る
は
信
な
り
。
（
厳
位
）

こ
の
仁
・
義
・
智
・
勇
・
信
・
利
・
功
と
い
う
七
事
は
、
仁
本
篇
の
五
事
⊥
ハ
徳
や
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定
爵
篇
の
七
事
と
も
ま
た
異
な
る
。
但
し
、
こ
の
内
の
後
半
部
で
は
、
仁
・
義
・
智

・
勇
・
信
の
説
明
の
み
（
即
ち
仁
本
篇
の
五
事
と
同
じ
）
で
、
利
・
功
に
は
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
。

　
今
一
度
整
理
す
る
と
、
『
司
馬
法
』
に
登
場
す
る
徳
目
と
し
て
は
、
「
仁
義
智
勇
信
」

一
仁
本
一
、
「
礼
仁
信
義
勇
智
」
一
同
）
、
「
仁
信
直
一
義
変
専
」
（
定
爵
一
、
「
仁
義
智
勇

信
利
功
」
（
厳
位
）
の
四
種
が
あ
る
と
言
え
る
。
篇
毎
に
論
点
が
微
妙
に
異
な
る
以

上
、
列
挙
さ
れ
る
徳
目
に
相
違
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
纏
ま
り
に
は
、
一
つ
の
共
通
点
が
見
出
だ
せ
る
。
そ
れ
は
、
仁
義
礼
智
と

い
っ
た
御
馴
染
み
の
儒
家
的
徳
目
の
中
に
、
「
勇
」
「
変
」
「
専
」
「
利
」
「
功
」
等
が

巧
み
に
滑
り
込
ん
で
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
儒
家
的
徳
目
と
い
う
よ

り
は
、
む
し
ろ
法
家
思
想
を
妨
佛
と
さ
せ
る
項
目
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
、
単
な
る
儒

家
的
と
い
う
概
念
で
包
括
し
得
な
い
『
司
馬
法
』
の
性
格
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
よ

一
5
卜

、
つ　

ま
た
、
そ
の
礼
や
仁
そ
の
も
の
も
、
「
礼
を
以
て
固
と
為
し
、
仁
を
以
て
勝
と
為

す
。
既
に
勝
つ
の
後
、
其
の
教
復
び
す
可
し
。
是
を
以
て
君
子
之
を
貴
ぶ
」
（
天
子

之
義
一
と
、
見
方
に
よ
っ
て
は
か
な
り
機
能
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
つ

ま
り
、
孔
子
・
孟
子
・
萄
子
の
説
く
そ
れ
と
は
異
な
り
、
こ
こ
で
の
礼
と
仁
は
、
戦

勝
後
の
教
化
と
い
う
深
慮
遠
謀
か
ら
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
礼
と
仁
は
、
単

な
る
儒
家
的
観
念
論
と
し
て
唱
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
戦
略
論
を
構
成
す
る

一
つ
の
機
能
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
、
「
法
」
「
罰
」
に
対
す
る
『
司
馬
法
』
の
見
解
も
注
目
に
値
す
る
。

　
　
　
凡
そ
戦
う
に
は
、
衆
を
固
く
し
利
を
相
、
乱
を
治
め
止
を
進
め
、
正
に
服
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
恥
を
成
し
、
法
を
約
に
し
罰
を
省
く
。
小
罪
も
乃
ち
殺
せ
ば
、
小
罪
は
勝
き
、

　
　
　
大
罪
は
因
る
。
（
定
爵
）

こ
こ
で
は
、
「
正
に
服
し
恥
を
成
し
、
法
を
約
に
し
罰
を
省
く
」
と
、
人
間
の
「
正
」

「
恥
」
を
尊
重
し
、
「
法
」
「
罰
」
を
簡
約
に
す
べ
し
と
説
か
れ
て
い
る
。
但
し
、
「
小

罪
も
乃
ち
殺
」
す
か
ら
結
果
的
に
簡
約
に
な
る
と
い
う
主
張
で
あ
り
、
全
く
逆
に
厳

罰
主
義
の
主
張
で
あ
る
と
も
言
い
得
る
／

　
こ
の
よ
う
に
、
『
司
馬
法
』
は
、
「
仁
本
」
「
天
子
之
義
」
と
い
う
篇
名
を
掲
げ
、

仁
義
礼
智
の
重
要
性
を
説
き
な
が
ら
、
単
な
る
王
道
政
治
の
主
張
に
終
わ
る
こ
と
な

く
、
軍
事
力
の
行
使
を
前
提
と
す
る
具
体
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、

「
仁
義
を
以
て
本
と
為
す
」
一
『
筍
子
』
議
兵
）
と
い
う
萄
子
の
戦
争
論
と
、
そ
の
表

現
こ
そ
類
似
す
る
も
の
の
、
そ
の
内
実
は
全
く
異
質
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ぱ
、

『
司
馬
法
』
が
、
『
葡
子
』
以
上
に
一
見
暖
昧
・
矛
盾
と
も
言
え
る
戦
争
論
を
主
張

す
る
の
は
何
故
か
。
ま
た
、
仁
義
と
兵
と
の
間
を
如
何
な
る
理
論
で
調
整
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。
次
に
こ
う
し
た
点
が
、
大
き
な
疑
問
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。

三

　
本
章
で
は
、
『
司
馬
法
』
の
説
く
支
配
の
原
理
に
注
目
し
な
が
ら
、
右
の
問
題
に

つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
先
ず
、
仁
本
篇
冒
頭
で
は
、
仁
義
と
兵
の
関
係
が
「
正
」

と
「
権
」
の
関
係
と
し
て
説
か
れ
る
。

　
　
　
古
は
、
仁
を
以
て
本
と
為
し
、
義
を
以
て
之
を
治
む
。
之
を
正
と
謂
う
。
正
、

　
　
　
意
を
獲
ざ
る
と
き
は
則
ち
権
す
。
権
は
戦
い
に
出
で
、
中
人
よ
り
出
で
ず
。

　
　
　
是
の
故
に
人
を
殺
し
て
人
を
安
ん
ぜ
ば
之
を
殺
し
て
可
な
り
。
其
の
国
を
攻

　
　
　
め
て
其
の
民
を
愛
せ
ば
之
を
攻
め
て
可
な
り
。
戦
を
以
て
戦
を
止
め
ば
戦
う

　
　
　
と
雄
も
可
な
り
。
一
仁
本
）

こ
こ
で
は
、
「
仁
を
以
て
本
と
為
し
、
義
を
以
て
之
を
治
む
」
る
常
道
「
正
」
と
「
戦
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い
に
出
づ
L
る
「
権
」
と
が
対
比
さ
れ
る
。
戦
争
は
「
権
」
で
あ
る
が
故
に
、
「
人

を
殺
し
て
」
も
結
果
的
に
「
人
を
安
ん
」
ず
る
こ
と
に
な
れ
ば
「
之
を
殺
し
て
可
」

で
あ
り
、
「
其
の
国
を
攻
め
」
る
軍
事
行
動
も
「
其
の
民
を
愛
」
す
る
為
で
あ
れ
ば

「
之
を
攻
め
て
可
」
で
あ
刀
、
戦
争
自
体
も
、
「
戦
を
以
て
戦
を
止
め
ば
戦
う
と
難

も
可
」
で
あ
る
と
正
当
化
さ
れ
る
。
『
萄
子
』
に
於
て
も
、
「
仁
義
を
以
て
本
と
為
す
」

が
故
に
軍
事
力
の
行
使
は
承
認
さ
れ
て
い
た
訳
で
あ
る
が
、
『
司
馬
法
』
は
兵
を
、
「
正
」

に
対
す
る
非
常
時
の
措
置
「
権
」
と
し
て
位
置
付
け
、
更
に
明
確
な
正
当
化
を
図
る

の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
仁
義
と
兵
と
は
、
正
と
権
と
し
て
、
一
応
の
役
割
分
担
が
な
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
同
じ
く
仁
本
篇
で
は
、
「
内
愛
を
得
る
は
守
る
所
以
な
り
。

外
威
を
得
る
は
戦
う
所
以
な
り
」
と
い
う
区
別
が
な
さ
れ
る
。
正
で
あ
る
「
内
・
愛

・
守
」
と
、
権
で
あ
る
「
外
・
威
・
戦
」
と
が
対
比
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
両
者
の
間
に
明
確
な
価
値
的
差
異
、
時
間
的
な
前
後
関
係

が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
更
に
、
以
下
の
諸
篇
で
も
、
こ
れ
ら
を
集
約
す
る
形
で
、
二
つ
の
支
配
原
理
が
提

示
さ
れ
、
同
じ
く
そ
の
価
値
は
同
等
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
そ
の
使
い
分
け
の
重
要

性
が
説
か
れ
る
。

　
　
　
古
は
、
国
容
軍
に
入
ら
ず
、
軍
容
国
に
入
ら
ず
。
故
に
徳
義
相
瞼
え
ず
。
上

　
　
　
は
伐
ら
ざ
る
の
士
を
貴
ば
ず
。
伐
ら
ざ
る
の
士
は
上
の
器
な
り
。
萄
く
も
伐

　
　
　
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
求
む
る
こ
と
無
し
。
求
む
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
則
ち
争
わ

　
　
　
ず
。
国
中
の
聴
、
必
ず
其
の
情
を
得
、
軍
旅
の
聴
、
必
ず
其
の
宜
し
き
を
得
。

　
　
　
故
に
材
技
相
掩
わ
ず
。
（
天
子
之
義
）

こ
の
「
国
容
」
と
「
軍
容
」
の
区
別
は
、
『
司
馬
法
』
に
於
て
繰
り
返
し
力
説
さ
れ

る
最
大
の
論
点
で
あ
る
。
こ
の
「
国
容
」
と
「
軍
容
」
と
は
、
こ
の
後
半
部
分
で
、

『
司
馬
法
』
に
於
け
る
支
配
原
理
の
峻
別

（
湯
浅
）

「
国
中
の
聴
」
と
「
軍
旅
の
聴
」
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
各
々
、
正
常
時
（
平
時
）

の
国
内
に
於
け
る
原
理
と
非
常
時
一
戦
時
一
の
軍
内
に
於
け
る
原
理
と
を
意
味
し
て

い
る
。
こ
の
両
老
が
明
確
に
区
別
さ
れ
相
互
に
侵
犯
し
な
い
か
ら
こ
そ
、
言
動
が
義

に
合
し
一
「
徳
義
相
瞼
え
ず
」
）
、
適
材
適
所
で
人
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
（
「
材
技
相

掩
わ
ず
」
）
の
で
あ
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
こ
の
国
容
と
軍
容
の
区
分
を
更
に
具
体
的
に
論
述
す
る
の
が
、
次
の
一
節

で
あ
る
。

　
　
　
古
は
、
国
容
軍
に
入
ら
ず
、
軍
容
国
に
入
ら
ず
。
軍
容
国
に
入
れ
ば
、
則
ち

　
　
　
民
徳
廃
し
、
国
容
軍
に
入
れ
ば
、
則
ち
民
徳
弱
し
。
故
に
国
に
在
り
て
は
文

　
　
　
を
言
い
て
温
を
語
り
、
朝
に
在
り
て
は
恭
に
し
て
以
て
遜
。
已
を
修
め
て
以

　
　
　
て
人
を
待
つ
。
召
か
ざ
れ
ば
至
ら
ず
、
問
わ
ざ
れ
ば
言
わ
ず
、
進
み
難
く
退

　
　
　
き
易
し
。
軍
に
在
り
て
は
抗
し
て
立
つ
。
行
に
在
り
て
は
逐
い
て
果
た
す
。

　
　
　
介
老
は
拝
せ
ず
、
兵
車
に
は
式
せ
ず
、
城
上
に
は
珍
ら
ず
、
危
事
に
は
歯
ひ

　
　
　
ら
か
ず
。
一
天
子
之
義
）

こ
こ
で
は
、
先
ず
、
前
記
の
資
料
と
は
逆
に
、
国
容
と
軍
容
と
が
相
互
に
侵
犯
し
た

場
合
を
取
り
上
げ
、
軍
容
が
国
容
を
犯
し
た
場
合
に
は
民
徳
が
廃
乱
し
、
国
容
が
軍

容
を
犯
し
た
場
合
に
は
民
徳
が
弱
体
化
す
る
と
警
告
す
る
。
そ
し
て
、
国
容
を
更
に

「
国
」
「
朝
」
の
二
つ
に
分
け
、
軍
容
を
更
に
「
軍
」
「
行
」
の
二
つ
に
分
け
た
上
で
、

「
国
に
在
り
て
」
は
「
文
」
「
温
」
、
「
朝
に
在
り
て
」
は
「
恭
」
「
遜
」
を
美
徳
と
し
、

万
事
謙
虚
を
旨
と
し
な
言
動
を
理
想
と
す
る
。
し
か
し
、
「
軍
に
在
り
て
」
或
い
は

「
行
に
在
り
て
」
は
全
く
異
な
る
と
言
う
。
人
間
の
言
動
は
、
「
国
」
「
朝
」
、
「
軍
」

「
行
」
毎
に
相
違
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
そ
の
場
を
支
配
す
る
原
理
が
各
々
基

本
的
に
異
な
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
場
の
相
違
に
よ
る
原
理
の
峻
別
に
つ
い
て
、
『
司
馬
法
』
は
更
に
、
国
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『
司
馬
法
』
に
於
け
る
支
配
原
理
の
峻
別

（
湯
浅
）

・
軍
・
刃
上
の
三
老
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
　
　
国
に
居
り
て
は
恵
以
て
信
、
軍
に
在
り
て
は
広
以
て
武
、
刃
上
に
は
果
以
て

　
　
　
敏
。
国
に
居
り
て
は
和
、
軍
に
在
り
て
は
法
、
刃
上
に
は
察
。
国
に
居
り
て

　
　
　
は
好
を
見
、
軍
に
在
り
て
は
方
を
見
、
刃
上
に
は
信
を
見
る
。
一
定
爵
）

こ
の
三
老
の
対
応
関
係
を
ま
と
め
る
と
、
「
居
国
－
恵
・
信
・
和
・
好
」
「
在
軍
－
広

・
武
・
法
・
方
」
「
刃
上
－
果
・
敏
・
察
・
信
」
と
な
る
。
こ
の
内
、
「
居
国
」
は
先

述
の
国
容
に
、
ま
た
「
在
軍
」
と
「
刃
上
」
は
前
記
の
軍
容
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ

（
6
）

る
。
そ
し
て
同
様
に
、
こ
れ
ら
三
考
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
価
値
基
準
・
判
断
基
準
を

異
に
す
る
、
と
説
く
。

　
ま
た
、
『
司
馬
法
』
は
、
「
故
に
礼
と
法
と
は
表
裏
な
り
。
文
と
武
と
は
左
右
な
り
」

（
天
子
之
義
）
と
の
区
分
を
示
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
国
容
・
礼
・
文
」
と
「
軍

容
・
法
・
武
」
と
の
区
別
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
前
記
の
国
容
と
軍
容
の
対
比

が
、
礼
と
法
、
文
と
武
と
い
う
原
理
の
対
比
と
し
て
換
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。　

但
し
、
こ
こ
で
は
、
両
者
の
明
確
な
区
分
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
両
者
は
表
裏
一

体
、
一
左
右
扶
助
の
関
係
に
あ
る
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
国
容
が
正
で
あ
り
、
軍
容

が
権
で
あ
る
と
言
っ
て
も
、
『
司
馬
法
』
は
、
決
し
て
軍
容
が
国
容
よ
り
価
値
的
に

劣
る
と
説
い
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
荷
子
は
、
飽
く
ま
で
兵
を
非
常
の
手
段
と
し
て
、

言
わ
ば
価
値
的
な
限
定
付
き
で
認
め
る
が
、
『
司
馬
法
』
は
、
兵
を
軍
容
と
い
う
一

つ
の
独
立
し
た
原
理
と
し
て
認
め
る
。
そ
こ
に
は
、
国
容
を
侵
犯
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
場
の
制
約
は
あ
る
が
、
価
値
的
な
差
等
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
『
司
馬

法
』
の
言
葉
を
借
り
て
言
え
ば
、
荷
子
の
理
想
は
国
容
の
原
理
が
世
界
に
機
能
し
て

い
る
状
態
に
あ
り
、
『
司
馬
法
』
の
理
想
は
、
国
容
・
軍
容
の
両
原
理
が
相
互
に
侵

犯
せ
ず
、
表
裏
一
体
、
左
右
扶
助
の
関
係
に
あ
る
状
態
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
従
っ
て
、
『
司
馬
法
』
の
主
張
は
、
仁
義
と
兵
と
が
並
存
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、

一
見
矛
盾
あ
る
い
は
暖
昧
に
も
思
え
る
が
、
そ
れ
は
、
二
つ
の
原
理
の
峻
別
と
並
存

を
説
く
と
い
う
『
司
馬
法
』
の
特
質
そ
の
も
の
が
齋
し
た
現
象
で
あ
る
と
言
え
る
。

『
司
馬
法
』
に
於
て
、
仁
義
と
兵
と
は
混
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
国
容
・
軍
容

と
い
う
場
を
異
に
し
た
二
つ
の
原
理
と
し
て
、
価
値
的
に
同
等
の
重
み
を
持
ち
つ
つ

並
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
基
本
的
性
格
は
、
そ
の
王
覇
観
に
も
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
。
仁
本
篇
で
は
、
そ
の
総
括
と
し
て
、
「
王
覇
」
の
行
為
が
次
の
如

く
記
さ
れ
る
。

　
　
　
王
覇
の
諸
侯
を
治
む
る
所
以
の
者
は
六
。
土
地
を
以
て
諸
侯
を
形
し
、
政
令

　
　
　
を
以
て
諸
侯
を
平
か
に
し
、
礼
信
を
以
て
諸
侯
に
親
し
み
、
材
力
を
以
て
諸

　
　
　
侯
を
説
ば
し
め
、
謀
人
を
以
て
諸
侯
を
維
し
、
兵
革
を
以
て
諸
侯
を
服
し
、

　
　
　
患
を
同
じ
く
し
て
以
て
諸
侯
を
合
し
、
小
に
比
し
大
に
事
え
て
以
て
諸
侯
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
ど

　
　
　
和
す
。
之
を
会
し
て
発
禁
す
る
者
九
。
弱
を
愚
り
寡
を
犯
せ
ば
則
ち
之
を
音

　
　
　
し
、
賢
を
賊
し
民
を
害
せ
ば
則
ち
之
を
伐
ち
、
内
を
暴
し
外
を
陵
げ
ぱ
則
ち

　
　
　
之
を
壇
し
、
野
荒
れ
民
散
ず
れ
ば
則
ち
之
を
削
り
、
固
を
負
ん
で
服
せ
ざ
れ

　
　
　
ば
則
ち
之
を
侵
し
、
其
の
親
を
賊
殺
せ
ば
則
ち
之
を
正
し
、
其
の
君
を
放
拭

　
　
　
せ
ば
則
ち
之
を
残
し
、
令
を
犯
し
政
を
陵
げ
ば
則
ち
之
を
杜
ぎ
、
外
内
乱
れ
、

　
　
　
禽
獣
の
行
な
れ
ば
則
ち
之
を
滅
ぼ
す
。
一
仁
本
）

こ
の
「
王
覇
」
と
い
う
表
現
は
、
王
と
霜
と
を
連
称
し
た
表
現
で
あ
り
、
戦
国
時
代

に
於
け
る
他
の
文
献
に
も
散
見
す
る
。
そ
こ
で
は
い
ず
れ
も
王
と
霜
と
の
内
実
に
明

確
な
質
的
差
等
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
『
司
馬
法
』
で
も
、
右
の
如
く
王
覇
の
基
本
的
統
治
手
段
と
し
て
列
挙
さ
れ

る
「
六
」
と
は
、
土
地
・
政
令
・
礼
信
・
材
力
・
謀
人
・
兵
革
の
六
者
で
あ
り
、
こ
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の
中
に
は
、
「
謀
人
」
や
「
兵
革
」
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
「
九
」
の
討
伐
と
は
、
「
音
」

「
伐
」
「
壇
」
「
削
」
「
侵
」
「
正
」
「
残
」
「
杜
」
「
減
」
で
あ
り
、
こ
の
中
に
は
、
敵

国
一
諸
侯
）
の
存
続
を
認
め
な
い
「
残
」
や
「
減
」
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
王

霜
の
行
為
と
し
て
一
括
し
て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
間
に
王
と
覇
と
の
明
確
な
区

別
は
見
ら
れ
な
い
。

　
こ
の
こ
と
は
、
先
王
が
武
力
行
使
を
し
な
い
こ
と
、
或
い
は
賢
王
が
「
其
の
国
を

修
正
」
す
る
た
め
に
武
力
を
行
使
す
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
一
見
矛
盾
す
る
か
の

如
く
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
王
霜
観
の
存
在
も
、
『
司
馬
法
』
に
於

け
る
支
配
原
理
の
峻
別
・
並
存
を
前
提
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
解
は
容
易
で
あ
る
。
即

ち
、
『
司
馬
法
』
の
理
想
と
す
る
王
は
、
国
容
・
軍
容
い
ず
れ
の
原
理
を
も
認
め
た

上
で
、
そ
の
両
者
を
巧
み
に
使
い
別
け
て
行
く
。
従
っ
て
、
そ
の
王
は
、
時
に
先
王

の
如
く
、
ま
た
時
に
覇
者
の
如
く
天
下
を
統
括
す
る
。
そ
の
性
格
の
中
に
は
当
然
、

王
者
的
要
素
と
霜
者
的
要
素
と
が
並
存
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
名
称
に
も
結
局
、

王
と
霜
と
の
質
的
差
等
を
明
確
に
し
な
い
「
王
霜
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
『
司
馬
法
』
の
思
想
的
特
質
を
、
支
配
原
理
お
よ
び
王
霜
の
問
題
を
軸
に

検
討
し
て
き
た
。
以
下
で
は
、
考
察
の
対
象
を
『
司
馬
法
』
以
外
の
文
献
に
も
拡
大

し
、
そ
れ
ら
と
の
比
較
を
通
し
て
、
『
司
馬
法
』
の
特
質
を
更
に
明
確
に
し
て
い
く

こ
と
と
し
た
い
。
そ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
第
一
に
、
そ
の
戦
争
論
の
中
に
「
仁

義
」
を
含
む
儒
家
の
思
想
で
あ
り
、
第
二
に
、
『
司
馬
法
』
以
外
の
兵
書
お
よ
び
法

家
思
想
に
於
け
る
軍
事
論
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
前
半
で
『
孟
子
』
『
筍
子
』
、
後
半

で
『
商
君
書
』
『
孫
子
』
『
尉
糠
子
』
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

『
司
馬
法
』
に
於
け
る
支
配
原
理
の
峻
別

（
湯
浅
）

　
先
ず
、
孟
子
の
戦
争
観
を
取
り
上
げ
る
。

　
　
・
孟
子
目
く
、
三
代
の
天
下
を
得
る
や
、
仁
を
以
て
し
、
其
の
天
下
を
失
う
は
、

　
　
　
不
仁
を
以
て
す
。
国
の
廃
興
存
亡
す
る
所
以
の
者
も
亦
た
然
り
。
一
『
孟
子
』

　
　
　
離
婁
上
一

　
　
・
此
に
由
り
て
之
を
観
れ
ぱ
、
君
、
仁
政
を
行
わ
ず
し
て
之
を
富
ま
す
は
、
皆
、

　
　
　
孔
子
に
棄
て
ら
れ
し
者
な
り
。
況
ん
や
之
が
為
に
強
戦
し
、
地
を
争
い
て
以

　
　
　
て
戦
い
、
殺
人
は
野
に
盈
ち
、
域
を
争
い
て
以
て
戦
い
、
殺
人
は
域
に
盈
つ

　
　
　
る
に
於
て
を
や
。
此
れ
所
謂
土
地
を
率
い
て
人
肉
を
食
ま
し
む
る
な
り
。
罪

　
　
　
は
死
を
容
れ
ず
。
故
に
善
く
戦
う
者
は
、
上
刑
に
服
す
べ
く
、
諸
侯
に
連
ぬ

　
　
　
る
者
は
之
に
次
ぎ
、
草
莱
を
蹄
き
て
土
地
に
任
ず
る
者
は
之
に
次
ぐ
。
一
同
一

　
　
・
地
方
百
里
に
し
て
以
て
王
た
る
可
し
。
王
も
し
仁
政
を
民
に
施
し
て
刑
罰
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
さ
　
く
さ
ぎ

　
　
　
省
き
、
税
敏
を
薄
く
し
、
深
く
耕
し
、
易
め
褥
り
、
壮
者
に
は
暇
目
を
以
て

　
　
　
其
の
孝
悌
忠
信
を
修
め
、
入
り
て
は
以
て
其
の
父
兄
に
事
え
、
出
で
て
は
以

　
　
　
て
其
の
長
上
に
事
え
し
む
れ
ば
、
挺
を
制
し
て
以
て
秦
楚
の
堅
甲
利
兵
を
も

　
　
　
－
つ

　
　
　
鐘
た
し
む
可
し
。
（
同
、
梁
恵
王
上
）

　
孟
子
は
、
離
婁
篇
に
於
て
、
天
下
を
支
配
し
得
る
か
否
か
は
、
為
政
者
の
仁
の
有

無
に
よ
る
と
主
張
し
、
ま
た
、
仁
政
を
行
わ
ず
「
強
戦
」
す
る
者
を
「
罪
は
死
を
容

れ
ず
」
と
厳
し
く
批
判
す
る
。
そ
し
て
梁
恵
王
篇
で
は
、
仁
政
の
施
行
が
や
が
て
「
秦

　
　
　
　
　
　
　
　
、
つ

楚
の
堅
甲
利
兵
を
も
鐘
た
し
む
」
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
説
く
。
即
ち
、
王
者
の
徳

が
「
地
方
百
里
」
の
小
世
界
か
ら
中
国
世
界
全
体
へ
と
拡
延
し
、
軍
事
力
の
行
使
な

く
し
て
天
下
の
平
定
が
可
能
に
な
る
と
論
ず
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
古
代
の
聖
王
の
武
力
行
使
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
「
大
勇
」
と
定
義
し
、

次
の
如
く
正
当
化
す
る
。

　
　
・
詩
に
云
う
、
：
：
：
此
れ
文
王
の
勇
な
り
。
文
王
一
た
び
怒
り
て
天
下
の
民
を

sokyu
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『
司
馬
法
』
に
於
け
る
支
配
原
理
の
峻
別

（
湯
浅
）

安
ん
ず
。
書
に
目
く
、
・
－
…
此
れ
武
王
の
勇
な
り

た
び
怒
り
て
天
下
の
民
を
安
ん
ず
。
民
は
惟
だ
王

而
し
て
武
王
も
亦
た
一

一
斉
の
宣
王
）
の
勇
を
好

　
　
　
ま
ざ
る
を
恐
る
る
の
み
。
（
『
孟
子
』
梁
恵
王
下
）

　
　
・
斉
の
宣
王
問
い
て
日
く
、
湯
は
桀
を
放
ち
、
武
王
は
紺
を
伐
つ
。
諸
れ
有
る

　
　
　
か
。
孟
子
対
え
て
日
く
、
伝
に
於
て
之
有
り
。
日
く
、
臣
に
し
て
其
の
君
を

　
　
　
拭
す
る
こ
と
可
な
る
か
。
日
く
、
仁
を
賊
う
老
、
之
を
賊
と
謂
い
、
義
を
賊

　
　
　
う
者
、
之
を
残
と
謂
い
、
残
賊
の
人
、
之
を
一
夫
と
謂
う
。
一
夫
紺
を
謙
す

　
　
　
る
を
聞
く
も
、
未
だ
君
を
拭
す
る
を
聞
か
ず
。
（
同
）

　
文
王
・
武
王
に
よ
る
武
力
の
行
使
は
、
「
匹
夫
の
勇
」
「
小
勇
」
で
は
な
く
、
「
天

下
の
民
を
安
ん
ず
」
る
た
め
の
「
大
勇
」
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た
、
「
湯
は
榮
を
放

ち
、
武
王
は
紺
を
伐
」
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
「
残
賊
の
人
」
「
一
夫
」

を
諌
し
た
ま
で
で
、
決
し
て
君
の
斌
逆
で
は
な
い
と
断
言
す
る
。
先
の
『
萄
子
』
議

兵
篇
に
示
さ
れ
た
武
力
行
使
の
正
当
化
と
同
様
の
論
理
で
あ
る
。

　
か
か
る
孟
子
の
戦
争
観
は
、
梁
の
恵
王
と
の
対
話
の
中
の
、
「
故
に
日
く
、
仁
者

に
敵
無
し
。
王
、
請
う
疑
う
こ
と
勿
か
れ
」
一
『
孟
子
』
梁
恵
王
上
）
と
い
う
言
葉
と

し
て
端
的
に
示
さ
れ
る
。
孟
子
の
戦
争
観
は
、
か
く
の
如
く
、
「
仁
老
無
敵
」
説
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
序
言
で
も
既
に
一
部
取
り
上
げ
た
荷
子
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
先
述
の
通

り
、
『
萄
子
』
議
兵
篇
に
は
、
「
仁
義
を
以
て
本
と
為
す
」
戦
争
観
が
示
さ
れ
る
。
こ

こ
で
も
、
孟
子
同
様
に
、
「
臣
の
道
う
所
は
仁
人
の
兵
に
し
て
王
者
の
志
な
り
。
君

の
貴
ぶ
所
は
権
謀
勢
利
に
し
て
行
う
所
は
攻
奪
変
詐
な
り
、
と
い
う
も
の
は
諸
侯
の

こ
と
な
り
」
と
、
「
仁
人
の
兵
」
「
王
者
の
志
」
の
立
場
が
主
張
さ
れ
、
「
兵
は
誰
道
」

の
立
場
を
取
る
臨
武
君
が
批
判
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
批
判
は
臨
武
君
の
み
に
止
ま

る
こ
と
な
く
、
当
時
の
諸
国
の
兵
も
こ
と
ご
と
く
そ
の
対
象
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
レ
」

　
　
・
是
の
数
国
の
老
一
斉
魏
秦
一
を
兼
せ
て
皆
賞
を
干
め
て
利
を
蹟
む
の
兵
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
わ

　
　
　
傭
兵
驚
売
の
道
な
り
。
未
だ
上
を
貴
び
制
に
安
ん
じ
節
を
纂
む
る
の
理
有
ら

　
　
　
ざ
る
な
り
。
（
『
葡
子
』
議
兵
）

　
　
・
夫
の
招
延
し
募
選
し
て
勢
詐
を
隆
び
功
理
を
尚
ぶ
の
兵
の
若
き
は
、
則
ち
勝

　
　
　
つ
と
勝
た
ざ
る
と
に
常
無
く
代
ご
も
翁
一
敏
）
み
代
ご
も
張
り
、
代
ご
も
存

　
　
　
し
代
ご
も
亡
び
て
相
い
に
雌
雄
を
為
す
の
み
。
夫
れ
是
れ
を
盗
兵
と
謂
い
、

　
　
　
君
子
は
由
ら
ざ
る
な
り
。
一
同
）

　
　
・
故
に
斉
の
田
単
・
楚
の
荘
跨
・
秦
の
衛
鞍
・
燕
の
繧
蛾
は
是
れ
皆
世
俗
の
所

　
　
　
謂
善
く
用
兵
す
る
者
な
り
。
…
－
未
だ
和
斉
に
は
及
ば
ざ
る
な
り
。
斉
桓
・

　
　
　
晋
文
・
楚
荘
・
呉
闇
閻
・
越
句
践
は
是
れ
皆
和
斉
の
兵
な
り
。
其
の
域
に
入

　
　
　
れ
り
と
謂
う
べ
し
。
然
れ
ど
も
未
だ
本
統
あ
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
霜
た
る
べ

　
　
　
き
も
王
た
る
べ
か
ら
ず
。
（
同
）

　
斉
・
魏
・
秦
諸
国
の
兵
は
、
「
賞
を
干
め
て
利
を
踏
む
の
兵
」
で
あ
る
と
批
判
さ

れ
、
「
勢
詐
を
隆
び
功
理
を
尚
ぶ
兵
」
も
「
盗
兵
」
と
非
難
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
世
俗

の
所
謂
善
く
用
兵
す
る
」
斉
の
田
単
と
楚
の
荘
魔
と
秦
の
衛
較
と
燕
の
繧
機
と
は
、

「
和
斉
の
兵
」
を
用
い
る
斉
の
桓
公
・
晋
の
文
公
・
楚
の
荘
王
・
呉
王
闇
閻
・
越
王

句
践
に
は
及
ば
ず
、
ま
た
「
和
斉
の
兵
」
を
用
い
る
彼
等
も
未
だ
真
の
王
者
で
は
な

い
と
評
価
す
る
。
こ
う
し
た
評
価
の
分
岐
点
は
、
全
て
「
仁
義
を
以
て
本
と
為
す
」

か
否
か
に
あ
る
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
徳
の
拡
延
と
い
う
点
に
於
て
も
孟
子
と
同
様
で
あ
り
、
筍
子
は
、
「
且
つ

仁
人
の
十
里
の
国
を
用
一
治
）
む
る
と
き
は
、
則
ち
将
に
百
里
の
聴
有
り
、
百
里
の

国
を
用
む
る
と
き
は
、
則
ち
将
に
千
里
の
聴
有
り
、
千
里
の
国
を
用
む
る
と
き
は
、

則
ち
将
に
四
海
の
聴
有
り
」
一
『
萄
子
』
議
兵
）
と
、
仁
者
の
統
治
す
る
国
は
小
か
ら

大
へ
、
近
か
ら
遠
へ
と
そ
の
仁
徳
が
波
及
し
、
世
界
は
自
ず
か
ら
仁
者
の
国
に
帰
服
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し
て
来
る
と
主
張
す
る
。
即
ち
、
「
王
者
の
兵
は
試
み
ら
れ
ず
」
（
同
）
、
「
兵
は
刃
に

血
ぬ
ら
ず
し
て
遠
き
も
迩
き
も
来
り
服
し
、
徳
は
此
に
盛
ん
に
し
て
四
極
に
も
施
き

及
ぶ
」
（
同
）
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
儒
家
の
戦
争
観
を
先
の
『
司
馬
法
』
と
比
較
す
る
と
き
、
如
何

な
る
特
色
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
は
、
前
章
に
於
て
も
触

れ
た
通
り
、
孟
子
・
萄
子
に
と
っ
て
は
、
内
政
の
充
実
が
、
外
征
よ
り
価
値
的
に
勝

り
、
ま
た
時
間
的
に
も
優
先
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
孟
子
は
、
王
者
の
仁
徳
は
小

か
ら
大
へ
、
近
か
ら
遠
へ
と
自
ず
か
ら
拡
延
す
る
と
≡
説
き
、
ま
た
、
葡
子
は
、
平
時

の
政
（
前
行
素
修
）
が
「
本
」
、
有
事
の
兵
は
「
末
」
で
あ
り
、
仁
義
に
基
づ
く
平

時
の
政
が
有
事
に
於
げ
る
真
の
勝
利
を
齋
す
と
主
張
す
る
。
か
か
る
観
念
が
、
『
司

馬
法
』
と
の
第
一
の
相
違
点
で
あ
る
。
『
司
馬
法
』
は
、
国
容
と
軍
容
、
礼
と
法
、

文
と
武
、
内
と
外
の
両
者
が
相
互
に
同
等
の
重
み
を
持
ち
つ
つ
、
表
裏
一
体
・
左
右

扶
助
の
関
係
に
あ
る
状
態
を
理
想
と
し
て
い
た
。

　
第
二
は
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、
平
時
・
戦
時
の
連
続
化
と
支
配
原
理
の
一
方
向
性

と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
司
馬
法
』
で
は
、
国
容
と
軍
容
と
が
場
を
異
に
す
る

支
配
の
原
理
と
し
て
各
々
独
立
し
、
相
互
の
干
渉
・
侵
犯
が
否
定
さ
れ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
孟
子
・
萄
子
は
、
内
政
に
於
け
る
原
理
、
即
ち
仁
に
よ
る
統
治
と
い
う
原

理
が
、
そ
の
ま
ま
軍
事
的
な
勝
利
を
導
く
と
考
え
る
。
孟
子
は
革
命
を
認
め
る
が
、

そ
れ
は
飽
く
ま
で
仁
義
に
基
づ
く
武
力
の
発
動
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
平
時
か
ら
独

立
し
た
戦
時
に
於
け
る
原
理
を
別
個
に
認
め
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
ま
た
、
荷
子
も
、

平
時
と
軍
事
と
を
連
続
的
に
捉
え
た
上
で
、
「
礼
義
辞
譲
忠
信
↓
道
↓
人
↓
勝
」
と

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

い
う
方
向
性
を
示
し
、
治
法
・
賢
佐
・
懸
民
・
美
俗
と
い
う
充
実
の
原
理
が
そ
の
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ま
軍
事
的
勝
利
を
齋
す
と
主
張
す
る
。
同
じ
く
仁
義
を
基
に
す
る
と
は
言
え
、
孟
子

・
筍
子
と
『
司
馬
法
』
に
は
、
こ
う
し
た
相
違
点
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

『
司
馬
法
』
に
於
け
る
支
配
原
理
の
峻
別

（
湯
浅
）

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
相
違
点
は
、
両
者
の
歴
史
認
識
の
差
異
に
も
表
れ
て
い
る
。
同

じ
く
、
仁
義
を
説
き
「
先
王
」
を
尊
重
す
る
と
は
言
え
、
『
司
馬
法
』
の
意
識
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
0
一

む
し
ろ
法
家
思
想
の
そ
れ
に
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
有
虞
氏
は
国
中
に
戒
む
。
－
：
－
夏
后
氏
は
軍
中
に
誓
う
。
－
－
・
段
は
軍
門
の

　
　
　
外
に
誓
う
。
－
…
周
は
将
に
刃
を
交
え
ん
と
し
て
之
に
誓
う
。
一
天
子
之
義
）

　
先
ず
、
こ
こ
で
は
、
有
虞
氏
（
舜
）
か
ら
周
（
武
王
）
ま
で
を
取
り
上
げ
、
開
戦

を
民
に
誓
う
時
期
が
、
次
第
に
戦
闘
間
際
に
迫
っ
て
い
く
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
。

こ
う
し
た
王
朝
の
比
較
は
、
繰
り
返
し
行
わ
れ
、
以
下
の
資
料
で
も
、
夏
・
段
・
周

三
代
の
用
兵
が
明
確
に
対
比
さ
れ
る
。

　
　
・
夏
后
氏
は
其
の
徳
を
正
す
。
未
だ
兵
の
刃
を
用
い
ず
。
故
に
其
の
兵
雑
な
ら

　
　
　
ず
。
段
は
義
な
り
。
始
め
て
兵
の
刃
を
用
う
。
周
は
力
な
り
。
尽
く
兵
の
刃

　
　
　
を
用
う
。
（
天
子
之
義
）

　
　
・
夏
は
朝
に
賞
す
。
善
を
貴
ぶ
な
り
。
段
は
市
に
薮
す
。
不
善
を
威
す
な
り
。

　
　
　
周
は
朝
に
賞
し
て
市
に
裁
す
。
君
子
を
勧
め
て
小
人
を
櫻
す
な
り
。
三
王
其

　
　
　
の
徳
を
彰
す
は
一
な
り
。
一
同
一

　
　
・
有
虞
氏
、
賞
せ
ず
罰
せ
ず
し
て
民
用
う
可
き
は
、
至
徳
な
れ
ば
な
り
。
夏
、

　
　
　
賞
し
て
罰
せ
ざ
る
は
、
至
教
な
れ
ば
な
り
。
段
、
罰
し
て
賞
せ
ざ
る
は
至
威

　
　
　
な
れ
ば
な
り
。
周
賞
罰
を
以
て
す
る
は
、
徳
の
衰
え
た
る
な
り
。
一
同
一

　
右
の
如
く
、
『
司
馬
法
』
は
、
周
を
、
「
力
」
の
時
代
と
認
識
し
て
お
り
、
ま
た
、

賞
罰
を
駆
使
す
る
政
治
の
時
代
と
も
認
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
、
時

代
の
推
移
が
齋
し
た
当
然
の
相
違
で
あ
り
、
民
の
実
情
が
異
な
れ
ば
、
そ
の
統
治
方

法
も
自
ず
か
ら
異
な
る
、
と
主
張
す
る
。
『
司
馬
法
』
は
、
夏
を
絶
賛
し
て
周
を
否

定
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
方
法
は
異
な
る
も
の
の
「
三
王
其
の
徳
を
彰
す
は
一
な

り
」
と
各
々
の
時
代
を
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
周
の
衰
徳
は
事
実
と
し
て
認
め
る
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『
司
馬
法
』
に
於
け
る
支
配
原
理
の
峻
別

（
湯
浅
）

も
の
の
、
単
純
な
下
降
史
観
や
復
古
主
義
を
唱
え
て
現
実
世
界
を
嘆
い
て
い
る
の
で

は
な
く
、
こ
れ
を
周
の
現
実
と
し
て
冷
静
に
受
け
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
基
本
的
な
歴
史
意
識
が
、
支
配
原
理
の
峻
別
と
い
う
新
た
な
主
張
を
提

起
さ
せ
、
単
な
る
復
古
主
義
で
は
な
い
現
実
的
な
軍
事
思
想
・
政
治
思
想
を
構
成
さ

せ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
次
に
、
右
の
考
察
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
支
配
原
理
の
方
向
性
、
戦
時
・
平
時
の
関
．

係
と
い
う
視
点
を
軸
に
、
法
家
思
想
や
他
の
軍
事
思
想
と
の
比
較
を
試
み
る
。

　
秦
の
孝
公
の
時
代
、
二
度
の
変
法
を
断
行
し
、
秦
を
強
国
へ
と
導
い
た
の
は
商
鞍

で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
特
徴
は
、
厳
格
な
法
律
制
度
の
施
行
に
よ
っ
て
平
時
と
戦
時

と
を
連
続
化
す
る
「
農
戦
」
の
主
張
に
あ
っ
た
。
こ
の
農
戦
の
主
張
に
は
、
内
に
於

け
る
農
業
と
外
に
於
け
る
戦
闘
と
い
う
一
応
の
区
分
は
見
ら
れ
る
が
、
各
々
の
支
配

原
理
を
峻
別
せ
ん
と
す
る
思
考
は
見
ら
れ
な
い
。
「
農
」
「
戦
」
共
に
、
厳
格
な
法
制

に
よ
っ
て
相
互
の
監
視
を
義
務
付
け
、
民
を
常
に
戦
時
の
如
き
緊
張
状
態
に
置
く
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
強
国
・
強
兵
化
を
図
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
内
と
外
と
を
一
応
区
別
し
た
上
で
、
そ
の
一
方
の
原
理
が
他
方
に
も
そ

の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
と
す
る
点
に
於
て
は
、
先
の
孟
子
・
萄
子
と
類
似
す
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
支
配
原
理
の
方
向
性
や
価
値
観
は
全
く
異
な
る
と
言
え
る
。
即
ち
、

先
の
孟
子
や
荷
子
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
商
鞍
は
本
来
「
権
」
で
あ
る
筈
の
戦
時
の

原
理
を
、
そ
の
ま
ま
平
時
の
側
に
も
そ
の
基
本
原
理
と
し
て
導
入
し
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
「
凡
そ
戦
法
必
ず
政
に
本
づ
く
」
一
『
商
君
書
』
戦
法
）
と
は
言
っ
て
も
、

こ
れ
は
文
字
通
り
、
内
政
↓
外
戦
と
い
う
方
向
性
を
示
す
に
止
ま
ら
な
い
。
こ
の
前

提
と
し
て
、
戦
時
に
於
け
る
原
理
↓
内
政
の
原
理
と
い
う
方
向
性
が
既
に
存
在
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
次
の
資
料
は
、
こ
の
点
を
論
じ
て
い
る
。

　
　
　
凡
そ
用
兵
、
勝
ち
に
三
等
有
り
。
兵
未
だ
起
こ
ら
ざ
る
が
若
く
に
し
て
則
ち

　
　
　
法
を
錯
く
。
法
を
錯
き
て
俗
を
成
す
。
俗
を
成
し
て
具
を
用
う
。
此
の
三
者

　
　
　
境
内
に
行
い
、
而
る
後
、
兵
出
す
可
き
な
り
。
一
『
商
君
書
』
立
本
）

つ
ま
り
、
戦
時
に
適
用
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
「
法
」
を
「
兵
未
だ
起
こ
ら
ざ
る
」
平

時
に
も
適
用
し
、
法
に
よ
る
支
配
が
貫
徹
し
た
後
に
初
め
て
出
軍
し
得
る
と
説
く
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
支
配
原
理
に
関
す
る
商
鞍
の
姿
勢
は
、
戦
時
と
平
時
と
を

法
に
よ
っ
て
連
続
化
す
る
点
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
と
言
え
る
。

　
次
に
、
他
の
古
代
兵
書
の
内
、
『
孫
子
』
と
『
尉
糠
子
』
を
取
り
上
げ
、
検
討
し

て
み
る
。

　
　
　
卒
未
だ
親
附
せ
ず
し
て
之
を
罰
す
れ
ば
則
ち
服
せ
ず
、
服
せ
ず
ん
ば
則
ち
用

　
　
　
い
難
き
な
り
。
卒
已
に
親
附
し
て
罰
行
わ
れ
ざ
れ
ば
則
ち
用
う
可
か
ら
ざ
る

　
　
　
な
り
。
故
に
之
に
令
す
る
に
文
を
以
て
し
、
之
を
斉
う
る
に
武
を
以
て
す
。

　
　
　
是
れ
を
必
取
と
謂
う
。
令
素
よ
り
行
わ
れ
て
以
て
其
の
民
を
教
う
れ
ぱ
則
ち

　
　
　
民
服
す
。
令
素
よ
り
行
わ
れ
ず
し
て
以
て
其
の
民
を
教
う
れ
ば
則
ち
民
服
さ

　
　
　
ず
。
令
素
よ
り
信
著
な
る
者
は
、
衆
と
相
得
る
な
り
。
一
『
孫
子
』
行
軍
）

右
の
如
く
、
『
孫
子
』
に
於
て
も
、
文
武
の
併
用
・
使
い
分
け
が
説
か
れ
て
い
る
。

但
し
、
こ
れ
は
、
兵
卒
を
如
何
に
統
御
す
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
の
文
武
併
用
で
あ

り
、
国
家
の
基
本
的
な
支
配
原
理
と
し
て
の
文
武
を
説
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
従

っ
て
『
孫
子
』
は
、
こ
の
両
者
の
併
用
を
「
兵
」
の
中
に
於
け
る
「
必
取
」
と
定
義

す
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
次
の
資
料
は
、
輿
軍
の
是
非
に
つ
い
て
説
く
一
節
で
あ
る
。

　
　
　
故
に
日
く
、
明
主
は
之
を
慮
り
、
良
将
は
之
を
修
む
。
利
に
非
ざ
れ
ぱ
動
か

　
　
　
ず
、
得
に
非
ざ
れ
ぱ
用
い
ず
、
危
に
非
ざ
れ
ば
戦
わ
ず
。
主
怒
り
を
以
て
師

　
　
　
を
興
す
可
か
ら
ず
、
将
怪
を
以
て
戦
い
を
致
す
可
か
ら
ず
。
利
に
合
し
て
動
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き
、
利
に
合
せ
ず
し
て
止
む
。
（
同
、
火
攻
）

こ
こ
で
『
孫
子
』
は
、
輿
軍
の
是
非
を
、
利
に
合
す
る
か
否
か
を
基
準
に
判
定
せ
よ

と
言
う
。
極
め
て
功
利
的
な
議
論
で
あ
り
、
興
軍
に
際
し
て
種
々
の
制
約
を
設
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

『
司
馬
法
』
と
は
、
や
や
性
格
を
異
に
す
る
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
の
出
土
に
よ
っ
て
、
新
た
な
研
究
の
可
能
性
が
生
じ
て

　
　
　
　
　
（
1
2
一

き
た
『
尉
練
子
』
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
、
支
配
原
理
の
問
題
に
関
わ
る
資
料

を
次
に
列
挙
す
る
。

　
　
・
夫
れ
土
広
く
し
て
任
ず
れ
ば
則
ち
国
富
む
。
民
衆
く
し
て
制
あ
れ
ば
則
ち
国

　
　
　
治
ま
る
。
車
靭
を
発
せ
ず
、
甲
出
て
暴
さ
ず
し
て
、
天
下
を
制
す
。
故
に
日

　
　
　
く
、
兵
は
朝
廷
に
勝
つ
と
。
（
兵
談
）

　
　
・
天
下
を
し
て
農
に
非
ず
ん
ば
食
を
得
る
所
無
く
、
戦
に
非
ず
ん
ば
爵
を
得
る

　
　
　
所
無
か
ら
し
む
。
民
を
し
て
腎
を
揚
げ
て
争
い
出
て
農
戦
せ
し
む
れ
ば
、
而

　
　
　
ち
天
下
に
敵
無
し
。
故
に
日
く
、
号
を
発
し
令
を
出
し
、
信
、
国
内
に
行
わ

　
　
　
る
。
一
制
談
）

　
　
・
民
を
し
て
内
重
刑
を
畏
れ
し
む
れ
ば
、
則
ち
外
敵
を
軽
ん
ず
。
故
に
先
王
制

　
　
　
度
を
前
に
明
ら
か
に
し
、
威
刑
を
後
に
重
く
す
。
刑
重
け
れ
ば
則
ち
内
畏
れ
、

　
　
　
内
畏
る
れ
ば
則
ち
外
堅
し
。
（
重
刑
令
一

右
の
如
く
、
『
尉
糠
子
』
は
平
時
に
於
け
る
国
内
の
施
策
が
そ
の
ま
ま
対
外
的
な
軍

事
的
勝
利
に
繋
が
る
と
説
く
。
商
鞍
と
同
じ
く
、
農
戦
が
天
下
無
敵
を
齋
し
（
制
談
）
、

ま
た
『
孫
子
』
同
様
、
開
戦
前
に
勝
利
は
決
し
て
い
る
一
兵
談
）
と
主
張
す
る
の
で

あ
る
。

　
ま
た
『
尉
練
子
』
は
、
「
臣
聞
く
、
人
君
に
必
勝
の
道
有
り
。
故
に
能
く
広
大
を

井
兼
し
て
、
以
て
其
の
制
度
を
一
に
し
、
則
ち
威
天
下
に
加
う
る
こ
と
十
二
有
り
」

（
兵
教
下
）
と
言
う
。
そ
の
十
二
と
は
、
「
連
刑
」
「
地
禁
」
「
全
軍
」
「
開
塞
」
「
分

『
司
馬
法
』
に
於
け
る
支
配
原
理
の
峻
別

（
湯
浅
）

限
」
「
号
別
」
。
「
五
章
」
「
全
曲
」
「
金
鼓
」
「
陳
車
」
「
死
士
」
「
力
卒
」
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
軍
事
に
直
結
す
る
施
策
を
「
教
」
と
し
て
浸
透
さ
せ
よ
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
「
礼
信
親
愛
」
「
孝
慈
廉
恥
」
と
い
っ
た
一
見
儒
家
思
想
を
思
わ
せ
る
徳
目

も
、
次
の
如
く
、
兵
の
統
率
の
為
の
手
段
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
故
に
国
必
ず
礼
信
親
愛
の
義
有
れ
ば
、
則
ち
飢
を
以
て
飽
に
易
え
、
国
必
ず

　
　
　
孝
慈
廉
恥
の
俗
有
れ
ば
、
則
ち
死
を
以
て
生
に
易
う
。
古
は
、
民
を
率
い
る

　
　
　
に
必
ず
礼
信
を
先
に
し
て
爵
禄
を
後
に
し
、
廉
恥
を
先
に
し
て
刑
罰
を
後
に

　
　
　
し
、
親
愛
を
先
に
し
て
其
の
身
を
律
す
る
を
後
に
す
。
一
戦
威
）

　
更
に
、
『
尉
糠
子
』
に
於
て
も
文
武
の
併
用
は
説
か
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
兵
」
内

部
の
併
用
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
・
兵
と
は
凶
器
な
り
。
争
と
は
逆
徳
な
り
。
事
必
ず
本
有
り
。
故
に
王
者
は
暴

　
　
　
乱
を
伐
つ
に
仁
義
に
本
づ
く
。
戦
国
は
則
ち
威
を
立
て
敵
に
抗
す
る
を
以
て

　
　
　
相
図
り
、
而
し
て
兵
を
廃
す
る
能
わ
ず
。
兵
は
武
を
以
て
植
と
為
し
、
文
を

　
　
　
以
て
種
と
為
す
。
武
は
表
為
り
、
文
は
裏
為
り
。
能
く
此
の
二
者
を
審
か
に

　
　
　
す
れ
ば
、
勝
敗
を
知
る
。
文
は
利
害
を
視
、
安
危
を
弁
ず
る
所
以
、
武
は
強

　
　
　
敵
を
犯
し
、
攻
守
に
力
む
る
所
以
な
り
。
（
兵
令
上
）

　
　
・
官
、
文
武
を
分
く
る
は
、
惟
れ
王
の
二
術
な
り
。
（
原
官
）

　
　
・
故
に
善
く
将
た
る
者
は
、
愛
と
威
と
の
み
。
（
攻
権
）

．
、
　
・
夫
れ
禁
は
必
ず
武
を
以
て
成
し
、
賞
は
必
ず
文
を
以
て
成
る
。
（
治
本
）

こ
こ
で
は
、
先
の
『
司
馬
法
』
に
於
け
る
文
と
武
の
関
係
と
は
異
な
り
、
文
と
武
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
3
一

が
兵
の
内
都
に
、
或
い
は
官
の
内
部
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
孫
子
』
『
尉
糠
子
』
の
主
張
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
実
際
の

軍
事
行
動
や
具
体
的
な
戦
闘
の
場
を
前
提
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
相
対
的
に
、
国

家
の
統
治
原
理
そ
の
も
の
へ
の
考
察
は
、
『
司
馬
法
』
よ
り
も
手
薄
で
あ
る
と
言
え
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『
司
馬
法
』
に
於
け
る
支
配
原
理
の
峻
別

一
湯
浅
）

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
孫
子
』
や
『
尉
緯
子
』
も
、
実
際
の
戦
闘
の
勝
利
が
、
国

家
の
基
本
的
施
策
に
よ
っ
て
齋
さ
れ
る
こ
と
は
、
充
分
に
認
識
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

『
商
君
書
』
ほ
ど
明
瞭
で
は
な
い
も
の
の
、
軍
事
的
勝
利
を
収
め
る
た
め
の
国
家
の

支
配
原
理
と
し
て
「
法
」
「
刑
」
を
重
視
し
、
そ
の
内
政
の
充
実
が
実
際
の
戦
闘
に

於
け
る
勝
利
を
導
く
と
説
く
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
以
上
の
三
者
、
即
ち
『
司
馬
法
』
、
孟
子
・
荷
子
、
そ
し
て
商
鞍
及
ぴ

他
の
兵
書
を
比
較
し
て
お
く
。
支
配
原
理
の
区
別
と
そ
の
方
向
性
に
注
目
す
る
と
、

孟
子
・
筍
子
や
商
鞍
・
『
孫
子
』
『
尉
練
子
』
は
、
平
時
と
戦
時
の
連
続
化
を
前
提

と
し
、
い
ず
れ
か
の
原
理
が
他
方
に
も
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
、
或
い
は
自
ず
と
浸

透
し
て
行
く
と
い
う
状
態
を
理
想
と
し
て
い
た
。
但
し
、
そ
の
原
理
と
方
向
性
は
異

な
り
、
孟
子
・
萄
子
が
内
政
の
原
理
「
徳
」
を
尊
重
す
る
の
に
対
し
て
、
商
鞍
・
『
孫

子
』
『
尉
緯
子
』
は
む
し
ろ
戦
時
の
原
理
で
あ
る
べ
き
厳
格
な
「
法
」
を
平
時
・
内

政
に
も
そ
の
ま
ま
遡
及
し
て
適
用
せ
ん
と
す
る
。
概
括
的
に
捉
え
れ
ば
、
孟
子
・
葡

子
が
、
徳
に
よ
る
戦
時
の
平
時
化
を
説
い
た
と
す
れ
ば
、
商
鞍
・
『
孫
子
』
『
尉
糠

子
』
は
法
に
よ
る
平
時
の
戦
時
化
を
説
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
に
対
し
て
『
司
馬
法
』
の
み
は
、
平
時
と
戦
時
と
を
峻
別
し
た
上
で
、
各
々

価
値
的
に
同
等
で
あ
る
両
原
理
を
並
存
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
両
者
が
表
裏
一
体

の
関
係
で
相
互
に
侵
犯
し
な
い
状
況
を
統
治
の
理
想
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
前
章

で
考
察
し
た
『
司
馬
法
』
の
特
色
は
、
唯
一
の
原
理
で
世
界
を
平
定
し
得
る
と
主
張

す
る
当
時
の
思
想
家
達
の
中
に
置
く
こ
と
に
よ
り
、
更
に
明
確
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

五

　
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
特
質
を
持
つ
『
司
馬
法
』
の
思
想
は
、

の
上
で
如
何
な
る
位
置
を
占
め
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

中
国
古
代
思
想
史

最
後
に
、
政
治
思

想
・
軍
事
思
想
の
流
れ
の
中
に
於
け
る
『
司
馬
法
』
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
て
お

き
た
い
。

　
先
ず
、
『
司
馬
法
』
と
同
じ
く
、
そ
の
成
立
が
斉
の
地
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
と

さ
れ
る
『
管
子
』
を
取
り
上
げ
る
。
『
管
子
』
に
於
て
は
、
こ
の
支
配
原
理
の
問
題

が
次
の
如
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
・
一
に
し
て
之
を
伐
つ
は
武
な
り
。
服
し
て
之
を
舎
す
は
文
な
り
。
文
武
具
に

　
　
　
満
つ
る
は
徳
な
り
。
一
雷
言
）

　
　
・
主
の
処
る
所
の
者
は
四
、
一
に
日
く
文
、
二
に
日
く
武
、
三
に
日
く
威
、
四

　
　
　
に
日
く
徳
、
此
の
四
位
の
者
は
、
主
の
処
る
所
な
り
。
一
任
法
一

こ
こ
で
は
、
「
文
」
「
武
」
両
者
の
具
備
、
「
文
」
「
武
」
「
威
」
「
徳
」
四
者
の
併
用
が

説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
複
数
の
原
理
を
併
用
す
る
こ
と
が
、
「
徳
」

で
あ
り
、
「
主
の
処
る
所
」
で
あ
る
と
言
う
。
『
管
子
』
に
於
て
は
、
こ
の
原
理
併
用

の
問
題
は
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
、
そ
こ
で
は
い
ず
れ
も
、
『
司
馬
法
』
と
同
じ
く
、

複
数
の
原
理
の
間
に
明
確
な
価
値
的
差
等
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
点
に
、
そ
の
特
色

が
認
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
次
の
資
料
に
於
て
は
、
同
じ
く
複
数
の
原
理
を
掲
げ
な
が
ら
、
単
な
る
併

用
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
使
い
分
け
や
役
割
分
担
が
強
調
さ
れ
る
。

　
　
・
彼
の
軽
重
な
る
者
は
、
諸
侯
服
さ
ざ
れ
ば
以
て
出
て
戦
い
、
諸
侯
賓
服
す
れ

　
　
　
ば
以
て
仁
義
を
行
う
。
一
撲
度
）

　
　
・
道
を
章
ら
か
に
し
て
以
て
教
え
、
法
を
明
ら
か
に
し
て
以
て
期
す
。
民
の
善

　
　
　
を
興
す
や
之
の
如
し
。
一
宙
合
）

即
ち
、
前
者
で
は
、
諸
侯
の
態
度
に
よ
っ
て
「
出
戦
」
「
仁
義
」
を
使
い
分
け
る
の

が
「
軽
重
」
で
あ
る
と
説
か
れ
、
ま
た
後
者
で
は
、
道
を
明
ら
か
に
す
る
「
教
」
と
、

そ
の
実
践
を
期
す
る
「
法
」
と
が
、
役
割
を
異
に
す
る
表
裏
一
体
の
原
理
と
し
て
提
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一
1
4
）

示
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
於
て
は
、
い
ず
れ
も
、
支
配
原
理
と
天
道
と

の
関
わ
り
は
、
明
確
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
以
下
の
資
料
に
於
て
は
、
そ
の
両
者
の
間
に
実
は
緊
密
な
関
わ
り
が

あ
り
、
複
数
の
支
配
原
理
の
併
用
・
使
い
分
け
は
天
道
の
運
行
を
規
範
と
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
故
に
、
為
政
者
の
行
使
す
る
支
配
の
原
理
は
正
当
性
を
持
つ

こ
と
、
な
ど
が
明
か
に
さ
れ
る
。

　
　
・
四
時
の
行
に
寒
有
り
暑
有
り
。
聖
人
之
に
法
る
。
故
に
文
有
り
武
有
り
。
・

　
　
　
－
生
長
の
事
は
文
な
り
。
収
蔵
の
事
は
武
な
り
。
（
版
法
解
）

　
　
・
故
に
春
夏
は
生
長
し
、
秋
冬
は
収
蔵
す
る
は
、
四
時
の
節
な
り
。
賞
賜
刑
罰

　
　
　
は
、
主
の
節
な
り
。
四
時
未
だ
嘗
て
生
殺
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
主
未

　
　
　
だ
嘗
て
賞
罰
せ
ず
ん
ぱ
あ
ら
ざ
る
な
り
。
（
形
勢
解
）

　
　
・
刑
徳
と
は
四
時
の
合
な
り
。
刑
徳
時
に
合
す
れ
ば
、
則
ち
福
を
生
じ
、
詑
れ

　
　
　
ば
、
則
ち
禍
を
生
ず
。
（
四
時
）

　
　
・
陽
は
徳
為
り
、
陰
は
刑
為
り
、
和
は
事
為
り
。
一
同
一

こ
こ
で
は
、
聖
人
の
行
為
（
文
・
武
）
が
四
時
（
寒
・
暑
）
の
運
行
に
基
づ
い
て
い

る
こ
と
（
版
法
解
一
、
君
主
の
節
一
賞
・
罰
）
と
四
時
の
節
（
春
夏
・
秋
冬
）
と
が

対
応
関
係
に
あ
る
こ
と
一
形
勢
解
）
、
刑
徳
が
四
時
・
陰
陽
に
相
当
す
る
こ
と
一
四

時
一
な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
文
武
刑
徳
は
、
天
に
春
夏
秋
冬
の
め
ぐ
り
が

あ
る
如
く
、
価
値
的
に
は
各
々
同
等
の
重
み
を
持
ち
つ
つ
、
為
政
者
の
依
拠
す
る
支

配
原
理
と
し
て
並
存
す
べ
き
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
『
管
子
』
の
主
張
は
、
支
配
原
理
の
並
存
や
そ
の
使
い
分
け
を
説
く
点
に
於

て
、
『
司
馬
法
』
と
類
似
す
る
。
但
し
、
そ
の
使
い
分
け
が
、
場
の
相
違
に
よ
る
の

で
は
な
く
、
諸
侯
の
態
度
と
い
う
外
的
状
況
の
相
違
に
依
る
と
す
る
点
、
ま
た
、
そ

の
並
存
が
最
終
的
に
は
天
道
の
運
行
を
規
範
と
す
る
と
説
く
点
な
ど
は
、
『
司
馬
法
』

『
司
馬
法
』
に
於
け
る
支
配
原
理
の
峻
別

（
湯
浅
）

と
の
相
違
点
で
あ
る
と
言
え
る
。
『
司
馬
法
』
と
『
管
子
』
に
は
、
か
か
る
類
似
点

・
相
違
点
が
認
め
ら
れ
る
訳
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
支
配
原
理
の
並
存
の
問
題
、
或

い
は
、
そ
の
原
理
と
天
道
と
の
関
係
は
、
戦
国
時
代
か
ら
漢
代
に
至
る
思
想
史
の
上

で
、
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
、
如
何
な
る
展
開
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
並
存
す
る
支
配
原
理
の
問
題
を
軸
に
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
馬
王
堆
漢
墓
串

書
『
明
君
』
（
鳥
書
『
老
子
』
甲
本
巻
前
古
逸
書
）
及
び
『
称
』
（
白
而
書
『
老
子
』
乙

本
巻
後
古
逸
書
）
を
取
り
上
げ
考
察
を
加
え
て
き
た
。
ま
た
、
桓
寛
の
『
塩
鉄
論
』

を
手
掛
か
り
と
し
て
、
管
子
や
董
仲
箭
の
思
想
を
再
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
戦
国

時
代
後
期
か
ら
、
支
配
原
理
の
並
存
を
め
ぐ
る
思
索
が
様
々
に
な
さ
れ
、
こ
の
内
、

馬
王
堆
畠
…
書
『
明
君
』
は
、
儒
家
的
要
素
と
法
家
的
要
素
、
文
と
武
、
刑
と
徳
等
を
、

そ
の
連
続
的
な
王
霜
観
に
よ
っ
て
価
値
的
差
等
を
設
け
ず
に
並
存
さ
せ
ん
と
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
5
）

た
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
『
称
』
も
、
文
・
武
、
刑
・
徳
と
い
っ
た
複
数
の
統
治
原
理
の
並
存
を
認

め
、
更
に
、
そ
れ
ら
は
明
暗
・
寒
暑
・
陰
陽
・
四
時
の
如
き
天
道
の
周
期
的
運
行
を

規
範
と
し
て
変
化
し
得
る
と
し
、
そ
の
変
化
の
在
り
方
を
逸
脱
し
た
場
合
に
は
、
天

の
災
禍
が
下
る
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
一
見
相
反
す
る
と
思
わ
れ
る
統
治

原
理
が
天
道
の
下
に
価
値
的
に
同
等
の
重
み
を
持
ち
つ
つ
並
存
し
、
し
か
も
天
道
の

推
移
に
対
応
し
て
周
期
的
に
交
替
・
変
化
し
得
る
と
い
う
「
称
」
の
思
想
が
提
示
さ

れ
て
い
た
。
先
述
の
『
管
子
』
も
、
複
数
の
統
治
原
理
が
天
道
の
運
行
を
規
範
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
6
）

て
並
存
す
る
と
説
く
点
に
於
て
、
こ
の
『
称
』
と
類
似
す
る
。

　
更
に
、
董
仲
舘
は
、
『
称
』
同
様
、
統
治
原
理
を
初
め
と
す
る
人
事
と
、
陰
陽
・

四
時
の
如
き
天
道
と
の
密
接
な
相
関
関
係
を
説
き
、
文
・
武
、
刑
・
徳
の
並
存
を
一

応
容
認
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
明
君
』
や
『
称
』
が
二
．
つ
の
原
理
の
間
に
価
値

的
差
異
を
認
め
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
董
仲
舘
は
そ
の
差
異
を
明
確
に
せ
ん
と
す
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『
司
馬
法
』
に
於
け
る
支
配
原
理
の
峻
別

（
湯
浅
）

る
。
即
ち
、
陽
・
徳
の
側
が
陰
・
刑
よ
り
価
値
的
に
優
り
、
陰
・
刑
は
飽
く
ま
で
陽
・

徳
の
補
助
的
存
在
、
非
常
時
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
董
仲

箭
は
、
統
治
手
段
と
し
て
の
法
治
の
存
在
も
一
応
認
め
て
現
実
に
対
応
し
つ
つ
、
飽
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
一

ま
で
徳
治
の
優
位
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
「
称
」
の
思
想
か
ら
「
経
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
8
一

権
」
の
思
想
へ
の
展
開
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
前
稿
に
於
て
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
思
想
的
潮
流
の
背
景
に
は
、
前
記
の
商
鞍
変
法
に
見
ら
れ
た

よ
う
な
、
法
術
思
想
に
基
づ
く
法
治
の
圧
倒
的
な
台
頭
が
あ
る
。
法
家
思
想
を
基
盤

と
す
る
秦
帝
国
の
盛
衰
は
、
法
治
主
義
の
功
罪
を
衝
撃
的
に
見
せ
つ
げ
る
歴
史
的
事

件
で
あ
っ
た
。
『
明
君
』
や
『
称
』
、
そ
し
て
『
管
子
』
や
董
仲
箭
の
思
索
は
、
こ
の

歴
史
の
問
い
掛
け
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
解
答
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
思
想
的
潮
流
の
中
に
於
て
、
『
司
馬
法
』
は
如
何
な
る
位

置
を
占
め
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
司
馬
法
』
の
最
大
の
特
徴
は
、
場

を
異
に
す
る
支
配
原
理
の
峻
別
を
主
張
す
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
『
司
馬
法
』
は
、

具
体
的
戦
術
を
説
く
単
な
る
兵
書
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
実
際
の
軍
事
行
動
に
至
る

ま
で
の
戦
略
的
思
考
、
そ
し
て
国
容
と
軍
容
の
峻
別
と
い
う
国
家
の
支
配
原
理
そ
の

も
の
に
関
わ
る
政
治
的
思
索
が
見
え
る
。
『
司
馬
法
』
は
単
な
る
兵
書
と
い
う
枠
を

越
え
て
、
戦
国
期
か
ら
漢
代
に
至
る
重
要
な
政
治
的
課
題
に
答
え
ん
と
し
た
政
治
思

想
の
文
献
と
評
価
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
『
司
馬
法
』
と
同
じ
く
支
配
原
理
を
並
存
さ
せ
ん
と
し
た
『
明
君
』
『
称
』

『
管
子
』
及
び
董
伸
箭
等
と
の
比
較
を
通
し
て
、
『
司
馬
法
』
の
特
質
は
、
よ
り
明

確
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
先
ず
、
並
存
す
る
支
酊
原
理
を
天
道
に
結
び
付
げ
る

と
い
う
点
で
、
『
称
』
『
管
子
』
と
董
仲
箭
が
類
似
す
る
の
に
対
し
、
『
司
馬
法
』
と

『
明
君
』
は
、
複
数
の
支
配
原
理
を
更
に
上
位
に
在
っ
て
統
括
す
る
よ
う
な
天
道
を

持
た
な
い
と
い
う
点
に
於
て
共
通
す
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
『
明
君
』
と
『
司
馬
法
』
と
の
間
に
も
、
ま
た
重
要
な
相
違
点
が

見
え
る
。
『
明
君
』
は
、
連
続
的
な
王
覇
観
に
よ
っ
て
仁
義
と
兵
と
の
並
存
を
認
め

て
い
る
の
で
あ
り
、
国
容
と
軍
容
の
よ
う
な
場
を
異
に
し
た
支
配
原
理
の
並
存
を
説

い
て
い
る
訳
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
複
数
の
原
理
の
間
に
価
値
的
差
等
を
設
け
な

い
と
い
う
点
に
於
て
、
『
司
馬
法
』
『
明
君
』
『
管
子
』
は
類
似
す
る
。
し
か
し
、
価

値
的
に
同
等
の
重
み
を
持
つ
両
原
理
が
場
の
相
違
に
よ
っ
て
並
存
す
る
と
説
く
の

は
、
ひ
と
り
『
司
馬
法
』
の
み
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
支
配
原
理
の
並
存
を
認
め
る
種
々
の
思
想
の
中
で
も
、
国
容
と
軍

容
の
峻
別
を
主
張
す
る
と
い
う
点
が
、
や
は
り
『
司
馬
法
』
の
最
大
の
特
質
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
法
治
主
義
の
圧
倒
的
な
台
頭
と
い
う
歴
史
的
背
景
を
踏
ま

え
れ
ば
、
『
司
馬
法
』
の
主
張
は
、
こ
の
迫
り
来
る
法
治
の
功
罪
を
見
極
め
た
上
で
、

法
治
を
一
面
に
於
て
取
り
込
み
つ
つ
、
同
時
に
そ
の
適
用
の
場
を
限
定
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
法
治
全
体
と
し
て
の
浸
透
を
押
し
止
め
よ
う
と
す
る
思
想
的
営
為
で
は
な

か
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
『
司
馬
法
』
に
於
け
る
支
配
原
理
の
峻
別
は
、
こ
う

し
た
政
治
思
想
の
流
れ
の
中
に
於
て
、
そ
の
強
い
必
然
性
を
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

結
　
　
　
語

　
以
上
、
本
稿
で
は
、
従
来
、
魏
晋
以
降
の
偽
書
と
し
て
ほ
と
ん
ど
研
究
対
象
と
さ

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
『
司
馬
法
』
を
取
り
上
げ
、
古
代
政
治
思
想
史
上
に
於
け
る

支
配
原
理
の
並
存
と
い
う
観
点
を
軸
に
、
そ
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。

　
『
司
馬
法
』
は
、
仁
義
に
よ
っ
て
統
治
し
得
る
「
正
」
の
状
況
と
兵
を
発
動
す
べ

き
「
権
」
の
状
況
と
の
区
別
を
明
確
に
し
て
、
「
兵
」
の
正
当
化
を
図
っ
た
後
、
平

時
に
於
け
る
支
配
原
理
「
国
容
」
と
戦
時
に
於
け
る
支
配
原
理
「
軍
容
」
の
峻
別
・
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並
存
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
萄
子
』
議
丘
ハ
篇
に
露
呈
し
て
い
た
よ
う
な
、

軍
事
と
道
徳
の
矛
盾
を
解
決
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
『
司
馬
法
』
が
こ
う
し
た
両
原
理
の
並
存
を
説
き
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
、
『
称
』

の
如
く
天
道
に
結
び
付
け
な
か
っ
た
の
は
、
当
時
の
軍
事
思
想
の
対
立
と
も
密
接
な

関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
前
稿
に
於
て
論
及
し
た
如
く
、
古
代
中
国

に
於
て
は
、
人
事
の
重
要
性
を
説
く
『
孫
子
』
『
呉
子
』
等
の
「
兵
権
謀
」
の
軍
事

思
想
と
、
人
事
よ
り
も
陰
陽
五
行
や
鬼
神
等
を
重
視
す
る
「
兵
陰
陽
」
の
軍
事
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

と
が
相
対
立
し
つ
つ
並
存
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
『
司
馬
法
』

に
は
、
こ
の
「
兵
陰
陽
」
的
要
素
は
見
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
『
司
馬
法
』
の
軍
事

思
想
が
基
本
的
に
人
事
を
尊
重
す
る
「
兵
権
謀
」
的
思
想
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
安

易
に
天
道
と
支
配
原
理
と
を
直
結
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
そ
の
意
図
に
反
し
て
「
兵

陰
陽
」
的
軍
事
思
想
に
傾
斜
し
て
い
く
危
険
性
を
自
ら
胚
胎
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ

う
し
た
事
情
が
、
『
司
馬
法
』
に
於
て
、
天
道
と
の
関
係
が
説
か
れ
な
い
一
つ
の
要

因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
点
は
ま
た
、
『
司
馬
法
』
の
説
く
「
権
」
の
思
想
の
特
質
と
な
っ
て
も
表
れ

て
い
る
。
儒
家
に
於
げ
る
「
権
」
の
思
想
は
、
周
知
の
通
り
、
正
に
反
し
な
が
ら
も

善
な
る
結
果
を
得
ら
れ
る
臨
機
応
変
の
処
置
と
し
て
、
春
秋
公
羊
学
に
よ
り
理
論
化

さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
陰
陽
四
時
と
天
と
の
関
係
に
見
ら
れ
る
如
く
、
陰

と
陽
、
春
夏
秋
冬
を
全
て
存
在
と
し
て
は
認
め
な
が
ら
、
価
値
的
に
は
や
は
り
、
陰

よ
り
も
陽
が
、
秋
冬
よ
り
も
春
夏
が
高
く
評
価
さ
れ
る
。
即
ち
政
治
の
原
理
に
こ
の

「
権
」
の
思
想
を
適
用
す
れ
ば
、
法
治
（
陰
）
の
存
在
を
も
一
応
認
め
て
現
実
に
対

応
し
つ
つ
、
価
値
的
に
は
飽
く
ま
で
徳
治
（
陽
）
の
優
位
を
主
張
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
『
司
馬
法
』
の
説
く
「
権
」
は
、
一
見
こ
の
儒
家
の
「
権
」
の
思
想
と

類
似
し
な
が
ら
も
、
そ
の
実
態
は
や
や
異
な
っ
て
い
た
。
『
司
馬
法
』
は
、
天
道
と

『
司
馬
法
』
に
於
け
る
支
配
原
理
の
峻
別

（
湯
浅
）

の
関
係
に
全
く
触
れ
ず
、
ま
た
、
「
権
」
の
側
に
も
「
正
」
と
ほ
ぼ
同
等
の
価
値
を

認
め
、
む
し
ろ
「
国
容
」
「
軍
容
」
両
者
が
表
裏
一
体
と
な
っ
て
並
存
し
て
い
る
状

況
を
理
想
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
記
の
馬
王
堆
漢
墓
常
書
『
称
』
や
『
明

君
』
の
存
在
と
も
相
倹
っ
て
、
「
権
」
の
思
想
の
成
立
や
展
開
に
、
重
要
な
手
掛
か

り
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
従
来
の
如
く
、
「
権
」
の

思
想
を
儒
家
思
想
史
の
内
部
で
単
線
的
に
考
察
し
、
ま
た
、
理
論
化
さ
れ
た
「
権
」

の
思
想
を
公
羊
学
の
創
出
と
捉
え
る
点
に
は
、
再
考
の
余
地
が
生
じ
て
き
た
と
言
え

よ
う
。

　
最
後
に
、
『
司
馬
法
』
の
成
立
時
期
や
真
偽
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た

い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
於
て
、
そ
れ
を
明
確
に
解
明
し
得
る
客
観
的

資
料
は
見
出
だ
せ
な
い
も
の
の
、
本
稿
で
検
討
し
た
『
司
馬
法
』
の
思
想
的
特
質
は
、

少
な
く
と
も
、
そ
の
成
立
事
情
に
関
す
る
『
史
記
』
司
馬
穣
萱
伝
の
記
載
を
否
定
す

る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
、
そ
の
最
大
の
論
点
で
あ
っ
た
支
配
原
理

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
馬
王
堆
漢
墓
串
書
『
称
』
『
明
君
』
な
ど
他
文
献
と
の
関
係

か
ら
も
、
戦
国
時
代
麦
期
の
思
想
的
状
況
と
合
致
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
古
代
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
時
代
的
に
や
や
幅
を
持
つ
重
層
的
成
立
と
考

え
る
の
が
、
む
し
ろ
通
常
で
あ
る
が
、
『
司
馬
法
』
に
つ
い
て
も
、
戦
国
後
期
以
来

重
層
的
に
成
立
し
た
と
考
え
た
場
合
、
そ
の
お
お
よ
そ
の
下
隈
は
何
時
頃
に
設
定
し

得
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
説
苑
』
の
次
の
記
載
が
重
要
な
手
掛

か
り
と
な
る
。

　
　
・
司
馬
法
に
日
く
、
国
大
な
り
と
難
も
、
戦
を
好
め
ば
必
ず
亡
び
、
天
下
安
し

　
　
　
と
難
も
戦
を
忘
る
れ
ば
必
ず
危
し
。
（
指
武
篇
）

　
　
・
孝
武
皇
帝
の
時
、
－
…
制
し
て
日
く
、
司
馬
法
に
日
く
、
国
容
は
軍
に
λ
ら

　
　
　
ず
、
軍
容
は
國
に
入
ら
ざ
る
な
り
。
建
何
ぞ
疑
う
こ
と
有
ら
ん
や
。
（
同
一
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『
司
馬
法
』
に
於
け
る
支
配
原
理
の
峻
別

（
湯
浅
一

　
『
説
苑
』
指
武
篇
は
、
古
来
の
丘
ハ
書
の
中
か
ら
名
言
名
句
を
収
集
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
中
に
、
「
司
馬
法
に
日
く
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
言
葉
が

あ
る
。
右
の
如
く
、
第
一
は
、
『
司
馬
法
』
仁
本
篇
の
「
国
大
な
り
と
難
も
、
戦
を

好
め
ば
必
ず
亡
び
、
天
下
安
し
と
難
も
戦
を
忘
る
れ
ぱ
必
ず
危
し
」
で
あ
り
、
第
二

は
、
天
子
之
義
篇
の
「
国
容
は
軍
に
入
ら
ず
、
軍
容
は
国
に
入
ら
ず
」
で
あ
る
。
こ

の
二
句
は
、
い
ず
れ
も
、
『
司
馬
法
』
の
最
大
の
特
質
で
あ
る
支
配
原
理
の
並
存
・

峻
別
を
端
的
に
表
明
す
る
部
分
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
前
漢
時
代
に
於
て
、
こ
の
二
句
が
『
司
馬
法
』
を
代
表
す
る
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
一

と
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
や
は

り
『
司
馬
法
』
は
、
魏
晋
以
降
の
偽
作
な
ど
で
は
な
く
、
遅
く
と
も
『
説
苑
』
編
纂

以
前
の
段
階
で
、
そ
の
中
核
部
は
ほ
ぼ
整
え
㌦
れ
、
現
行
本
五
篇
に
見
え
る
よ
う
な

思
想
的
特
質
が
広
く
理
解
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

注
（
1
）

（
2
）

　
漢
初
の
図
書
整
理
の
後
、
兵
書
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
に
於
て
、
兵
権
謀
・
兵
形
勢

・
兵
陰
陽
・
兵
技
巧
の
四
種
に
分
類
さ
れ
た
。
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
芸
文
志
は
、

「
武
帝
の
時
、
軍
政
楊
僕
遺
侠
を
播
撫
し
、
兵
録
を
紀
奏
せ
し
も
、
猶
お
未
だ
備
わ
る

能
わ
ず
。
孝
成
に
至
り
て
、
任
宏
に
命
じ
て
兵
書
を
論
次
せ
し
め
て
四
種
と
為
す
」
と

説
明
す
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
司
馬
法
』
を
六
芸
略
礼
類
に
分
類
す
る
『
漢
書
』
芸
文
志
自

身
、
兵
書
略
の
総
説
に
於
て
、
「
下
っ
て
湯
武
命
を
受
く
る
に
及
び
、
師
を
以
い
て
乱

に
克
ち
て
百
姓
を
済
い
、
之
を
動
か
す
に
仁
義
を
以
て
し
、
之
を
行
う
に
礼
譲
を
以
て

す
。
司
馬
法
は
是
れ
其
の
遺
事
な
り
」
と
、
『
司
馬
法
』
に
「
師
」
と
「
仁
義
」
「
礼
譲
」

（
3
一

一
4
）

（
5
）

一
6
）

と
の
両
性
格
が
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
「
兵
権

謀
」
と
「
礼
」
類
と
い
う
分
類
の
相
違
は
、
任
宏
と
班
固
と
が
各
々
別
本
の
『
司
馬
法
』

を
見
た
た
め
に
生
じ
た
の
で
は
な
ノ
＼
同
一
本
に
対
す
る
評
価
の
差
異
に
よ
っ
て
生
じ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。

　
以
下
、
『
司
馬
法
』
の
訓
読
に
際
し
て
は
、
続
古
逸
叢
書
武
経
七
書
本
を
底
本
と
し
、

『
司
馬
法
直
解
』
な
ど
の
注
釈
を
参
照
す
る
。

　
『
司
馬
法
』
仁
本
篇
は
、
基
本
的
な
戦
争
観
を
述
べ
る
前
半
と
、
王
者
の
治
を
説
く

後
半
と
か
ら
成
る
。
こ
の
内
、
前
半
で
は
、
後
述
の
如
く
、
軍
事
力
を
行
使
せ
ず
仁
義

に
よ
っ
て
統
治
し
得
る
「
正
」
な
る
治
世
の
説
明
に
士
二
字
、
軍
事
力
の
行
使
を
臨
機

応
変
の
処
置
と
し
て
認
め
る
「
権
」
な
る
状
況
の
説
明
に
七
十
五
字
、
「
権
」
の
状
況

下
に
於
け
る
「
戦
道
」
の
説
明
に
百
七
十
六
字
を
要
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
半
の
王
者

の
治
の
解
説
に
は
、
軍
事
力
を
行
使
し
な
い
「
先
王
」
の
治
に
四
十
七
字
、
軍
事
力
を

行
使
す
る
「
賢
王
」
及
び
「
王
霜
」
の
治
に
、
三
百
三
十
八
字
を
要
し
て
い
る
。
字
数

の
多
寡
は
必
ず
し
も
内
容
の
軽
重
に
比
例
し
な
い
と
は
言
え
、
こ
の
差
は
少
な
く
と
も
、

『
司
馬
法
』
の
主
張
が
単
な
る
王
者
肯
定
で
な
か
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
徳
目
の
列
挙
は
、
『
司
馬
法
』
に
限
ら
ず
、
他
の
兵
書
に
も

見
え
る
。
例
え
ば
、
『
孫
子
』
で
は
、
将
軍
の
五
徳
と
し
て
、
智
・
官
・
仁
・
勇
・
厳

が
挙
げ
ら
れ
一
始
計
篇
一
、
『
六
覇
』
で
は
、
武
将
の
備
え
る
べ
き
五
材
と
し
て
、
勇
・

智
・
仁
・
信
・
忠
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
龍
範
・
論
将
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
司
馬
法
』

に
於
て
は
、
こ
れ
ら
の
徳
目
の
列
挙
が
、
支
配
原
理
の
並
存
と
い
う
主
張
に
支
え
ら
れ

て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
支
配
原
理
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
路
三
章

に
於
て
詳
述
す
る
。

　
こ
の
「
在
軍
」
と
「
刃
上
」
は
、
前
記
の
天
子
之
義
篇
に
於
け
る
「
軍
」
「
行
」
に
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対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
「
軍
容
」
に
属
す
る
点
で
は
共
通
す
る
が
、
「
在

軍
」
「
軍
」
が
広
義
の
軍
事
を
意
味
す
る
の
に
対
し
て
、
「
刃
上
」
「
行
」
は
よ
り
具
体

的
な
戦
闘
の
場
を
意
味
す
る
と
い
う
区
別
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
馬
王
堆
串
書
『
明
君
』
の
思
想
史
的
意
義
」
一
『
中
国

研
究
集
刊
』
宙
号
、
一
九
八
八
年
）
参
照
。

　
「
故
に
凡
そ
勝
ち
を
得
た
る
者
は
必
ず
人
と
与
に
す
る
な
り
。
凡
そ
人
を
得
た
る
者

は
必
ず
道
と
与
に
す
る
な
り
。
道
な
る
者
は
何
ぞ
や
。
日
く
、
礼
義
辞
譲
忠
信
是
れ
な

り
」
（
『
荷
子
』
強
国
）
。

　
「
故
に
其
の
法
は
治
ま
り
其
の
佐
は
賢
に
其
の
民
は
悪
に
其
の
俗
は
美
に
し
て
四
者

斉
う
。
夫
れ
是
れ
を
上
に
一
な
り
と
謂
う
。
是
く
の
如
く
な
れ
ば
則
ち
戦
わ
ず
し
て
勝

ち
、
攻
め
ず
し
て
得
ら
れ
、
甲
兵
労
せ
ず
し
て
天
下
服
す
」
（
『
荷
子
』
王
霜
）
。

　
但
し
、
『
司
馬
法
』
は
「
賞
罰
を
以
て
す
る
」
こ
と
を
認
め
る
も
の
の
、
同
時
に
、
「
大

い
に
勝
つ
に
は
賞
せ
ず
」
「
大
い
に
敗
る
る
に
は
諌
せ
ず
」
と
言
う
。
即
ち
、
賞
罰
の

行
使
は
善
悪
を
分
か
つ
た
め
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
は
「
譲
の
至
り
」
と
い
う
観
念
が

あ
る
。
従
っ
て
、
単
な
る
法
家
思
想
的
な
賞
罰
論
で
は
な
い
、

　
『
司
馬
法
』
は
、
「
甲
兵
を
興
す
」
の
は
「
賢
王
」
で
あ
り
、
し
か
も
「
不
義
を
討
つ
」

た
め
で
あ
る
、
と
興
軍
の
資
格
と
理
由
を
説
い
た
後
、
「
遍
く
諸
侯
に
告
げ
て
有
罪
を

彰
明
し
、
乃
ち
皇
天
上
帝
目
月
星
辰
に
告
げ
、
后
土
四
海
神
砥
山
川
家
杜
に
祈
り
、
乃

ち
先
王
に
造
し
、
然
る
後
に
家
宰
、
師
を
諸
侯
に
徴
し
て
日
く
、
某
国
不
道
を
為
す
。

之
を
征
す
。
某
年
月
目
を
以
て
某
国
に
至
り
、
天
子
に
会
し
て
刑
を
正
せ
、
と
」
一
仁

本
）
と
、
諸
侯
へ
の
開
戦
布
告
と
徴
兵
の
過
程
に
つ
い
て
論
述
す
る
。
更
に
こ
の
後
、

「
家
宰
」
が
開
戦
後
の
留
意
点
を
軍
中
に
布
告
す
る
過
程
が
詳
述
さ
れ
る
。

　
こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
尉
糠
子
』
の
富
国
強
兵
思
想
」
一
『
東
方
学
』
第

6
9
輯
、
一
九
八
五
年
一
参
照
◎

　
　
　
　
『
司
馬
法
』
に
於
け
る
支
配
原
理
の
峻
別
一
湯
浅
）

（
1
3
）

（
1
4
）
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ま
た
、
『
准
南
子
』
も
、
「
是
の
故
に
之
を
合
す
る
に
文
を
以
て
し
、
之
を
斉
う
る
に

武
を
以
て
す
。
是
を
必
取
と
謂
う
。
威
並
行
す
。
是
を
至
強
と
謂
う
」
一
兵
略
訓
一
の

如
く
、
「
兵
」
内
部
に
於
け
る
「
文
」
「
武
」
の
「
並
行
」
を
説
く
。
但
し
、
『
准
南
子
』

で
は
、
「
是
の
故
に
内
其
の
政
を
修
め
て
以
て
其
の
徳
を
積
み
、
外
其
の
醜
を
塞
ぎ
て

以
て
其
の
威
に
服
せ
し
め
、
其
の
労
侠
を
察
し
て
以
て
其
の
飽
磯
を
知
る
。
故
に
戦
目

期
有
り
て
、
死
を
視
る
こ
と
帰
す
る
が
如
し
」
一
同
一
、
「
徳
慕
う
に
足
れ
ば
、
則
ち
威

立
つ
可
し
」
一
同
）
の
如
く
、
「
内
・
徳
」
と
「
外
・
威
」
と
が
対
比
さ
れ
、
前
者
か
ら

後
者
へ
の
方
向
性
が
見
え
る
。

　
こ
の
内
、
特
に
「
出
戦
」
「
仁
義
」
の
使
い
分
け
を
主
張
す
る
前
者
は
『
司
馬
法
』

に
類
似
す
る
。
も
っ
と
も
『
司
馬
法
』
で
は
、
そ
の
使
い
分
け
は
場
の
相
違
に
依
る
と

さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
『
管
子
』
で
は
、
そ
れ
が
諸
侯
の
態
度
に
依
る
と
さ
れ
て
い

る
点
が
若
干
の
相
違
点
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
前
記
の
『
孟
子
』
『
筍
子
』
『
商

君
書
』
等
を
基
準
に
す
れ
ぱ
、
両
者
の
類
似
性
は
高
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
馬
王
堆
漢
墓
白
巾
書
『
明
君
』
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
注
7
の
拙
稿
参
照
。

　
馬
王
堆
漢
墓
畠
…
書
『
称
』
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
「
称
」
の
思
想
－
馬
王
堆

常
書
『
称
』
に
於
け
る
天
道
と
統
治
原
理
1
」
一
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
十

三
巻
第
二
号
、
一
九
八
九
年
一
参
照
。

　
拙
稿
「
塩
鉄
論
争
に
見
る
管
子
と
董
仲
舘
の
思
想
」
一
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
三
十

九
集
、
一
九
八
七
年
一
参
照
。

　
注
1
6
の
拙
稿
参
照
。

　
注
1
2
の
拙
稿
参
照
。

　
『
司
馬
法
』
に
説
か
れ
る
「
天
」
は
、
「
先
王
の
治
は
、
天
の
道
に
順
い
、
地
の
宜
を

設
け
、
民
の
徳
を
官
に
す
」
一
仁
本
一
、
「
凡
そ
戦
に
は
天
有
り
、
財
有
り
、
善
有
り
。

時
目
遷
さ
ず
、
亀
勝
ち
徴
に
行
う
。
是
れ
を
天
有
り
と
謂
う
」
一
定
爵
一
の
如
一
＼
「
財
」
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『
司
馬
法
』
に
於
け
る
支
配
原
理
の
峻
別
一
湯
浅
一

や
「
善
」
と
併
称
さ
れ
た
り
、
興
軍
の
際
の
定
例
的
な
儀
式
と
し
て
登
場
す
る
「
天
」

で
あ
る
、
こ
れ
ら
は
、
人
事
を
厳
し
く
拘
束
す
る
「
兵
陰
陽
」
的
な
「
天
」
で
は
な
い
。

『
司
馬
法
』
は
、
『
尉
糠
子
』
の
如
く
「
兵
陰
陽
」
を
直
接
批
判
す
る
訳
で
は
な
い
が
、

基
本
的
に
は
人
事
を
重
視
す
る
軍
事
思
想
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
点

は
、
第
；
早
に
於
て
論
述
し
た
如
く
、
か
つ
て
任
宏
が
『
司
馬
法
』
を
「
兵
権
謀
」
に

分
類
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
も
っ
と
も
、
『
説
苑
』
の
側
に
も
、
資
料
的
不
安
が
全
く
無
い
訳
で
は
な
い
。
現
行

本
『
説
苑
』
は
、
宋
の
曾
翠
が
残
本
を
整
理
し
た
も
の
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
は
、
現
行
本
『
説
苑
』
が
後
世
、
原
本
『
説
苑
』
と
は
無
関
係
に
偽

作
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
曾
翠
の
輯
本
も
、
反
質
篇
を
除

く
十
九
篇
が
そ
の
ま
ま
収
録
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
（
超
善
詣
『
説
苑
疏
護
』
）
の
が

通
常
で
あ
る
。
曾
翠
の
意
図
的
な
改
竃
の
痕
跡
で
も
発
見
さ
れ
な
い
限
り
、
現
行
本
に

記
さ
れ
る
資
料
は
、
原
本
の
旧
態
を
ほ
ぼ
伝
え
る
も
の
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。


